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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　繰り返し設けられる工程であって、液晶表示装置が表示すべき映像を示す映像信号に応
じた映像表示期間用の出力信号を、当該液晶表示装置の画素へ供給して、当該画素の輝度
を制御する映像表示工程と、
　上記各映像表示工程の合間に設けられる工程であって、ブランク期間において画素へ出
力する出力信号を制御するブランキング制御工程とを含む液晶表示装置の駆動方法におい
て、
　上記ブランキング制御工程は、当該ブランキング制御工程の前後に実施される映像表示
工程での映像表示期間用の出力信号の示す輝度を、それぞれ第１および第２の輝度とする
とき、第１の輝度と第２の輝度とが一致している状態である定常状態の場合のブランク期
間用の出力信号は暗表示用に予め定められた輝度に設定されており、第１の輝度から第２
の輝度へ増加する変化があった場合は、上記定常状態の場合のブランク期間用の出力信号
よりも輝度を増加させる方向に補正された輝度を示すように上記ブランク期間用の出力信
号を補正することを特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項２】
　上記暗表示用に予め定められた輝度は黒よりも高い輝度であり、第１の輝度から第２の
輝度へ減少する変化があった場合は、上記定常状態の場合のブランク期間用の出力信号よ
りも輝度を減少させる方向に補正された輝度を示すように上記ブランク期間用の出力信号
を補正することを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置の駆動方法。
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【請求項３】
　繰り返し設けられる工程であって、液晶表示装置の画素への階調データとして与えられ
る入力階調データに基づいて、当該画素への映像表示期間用の階調データと、当該画素へ
のブランク期間用の階調データとの双方を生成する生成工程と、
　上記各生成工程に対応して設けられる工程であって、対応する生成工程にて生成された
上記両階調データを、予め定められた順番で出力する出力工程とを含んでいる液晶表示装
置の駆動方法において、
　上記液晶表示装置の画素への前回の入力階調データの示す階調から、当該画素への今回
の入力階調データの示す階調への階調遷移が、階調を増加させる階調遷移である場合は、
上記前回の入力階調データに基づく生成工程で出力される映像表示期間用の階調データと
、上記今回の入力階調データに基づく生成工程で出力される映像表示期間用の階調データ
との間に出力されるブランク期間用の階調データとして、上記前回の入力階調データの示
す階調と上記今回の入力階調データの示す階調とが同じ状態である定常状態の場合のブラ
ンク期間用の階調データとしての暗表示用に予め定められた階調データよりも増加する方
向に補正された階調データを出力する補正工程を含んでいることを特徴とする液晶表示装
置の駆動方法。
【請求項４】
　上記暗表示用に予め定められた階調データは黒よりも高い輝度に対応する階調データで
あり、上記前回の入力階調データの示す階調から上記今回の入力階調データの示す階調へ
の階調遷移が、階調を減少させる階調遷移である場合は、上記定常状態の場合のブランク
期間用の出力信号よりも階調を減少させる方向に補正された階調となるように上記ブラン
ク期間用の出力信号を補正することを特徴とする請求項３に記載の液晶表示装置の駆動方
法。
【請求項５】
　上記液晶表示装置の画素への階調データとして与えられる入力階調データは、２５６階
調のいずれかを示しており、
　上記前回の入力階調データの示す階調から、上記今回の入力階調データの示す階調へ階
調を増加させる階調遷移がなかった場合は、ブランク期間用の階調データが、０階調より
も大きく、３２階調以下の値として、暗表示用に予め定められた値となるように制御する
ことを特徴とする請求項３に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項６】
　繰り返し設けられる映像表示期間には、次の映像表示期間までの間に液晶表示装置が表
示すべき映像を示す映像信号に応じた映像表示期間用の出力信号を、当該液晶表示装置の
画素へ供給して、当該画素の輝度を制御すると共に、各映像表示期間の合間に設けられる
ブランク期間には、ブランク期間用の出力信号を上記画素へ供給することによって、当該
ブランク期間の輝度を制御する液晶表示装置の駆動装置において、
　ブランク期間の前後の映像表示期間に出力される映像表示期間用の出力信号の示す輝度
を、それぞれ第１および第２の輝度とするとき、第１の輝度から第２の輝度へ増加する変
化があった場合は、第１および第２の輝度が一致している状態である定常状態の場合のブ
ランク期間用の出力信号としての暗表示用に予め定められた輝度に設定された出力信号よ
りも輝度を増加させる方向に補正された輝度を示すように、上記ブランク期間用の出力信
号を補正するブランキング制御手段を備えていることを特徴とする液晶表示装置の駆動装
置。
【請求項７】
　上記暗表示用に予め定められた輝度は黒よりも高い輝度であり、
　上記ブランキング制御手段は、第１の輝度から第２の輝度へ減少する変化があった場合
は、上記定常状態の場合のブランク期間用の出力信号よりも輝度を減少させる方向に補正
された輝度を示すように上記ブランク期間用の出力信号を補正することを特徴とする請求
項６に記載の液晶表示装置の駆動装置。
【請求項８】
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　繰り返し与えられる液晶表示装置の画素への入力階調データのそれぞれに基づいて、当
該画素への映像表示期間用の階調データと、当該画素へのブランク期間用の階調データと
の双方を生成すると共に、予め定められた順番で当該両階調データを出力する液晶表示装
置の駆動装置において、
　上記画素への前回の入力階調データの示す階調から、当該画素への今回の入力階調デー
タの示す階調への階調遷移が、階調を増加させる階調遷移である場合は、上記前回の入力
階調データの示す階調と上記今回の入力階調データの示す階調とが同じ状態である定常状
態の場合のブランク期間用の階調データとしての暗表示用に予め定められた階調データよ
りも増加する方向に補正された階調データを、上記前回の入力階調データに基づいて生成
された映像表示期間用の階調データと、上記今回の入力階調データに基づいて生成される
映像表示期間用の階調データとの間に出力されるブランク期間用の階調データとして出力
するブランキング制御手段を備えていることを特徴とする液晶表示装置の駆動装置。
【請求項９】
　上記暗表示用に予め定められた階調データは黒よりも高い輝度に対応する階調データで
あり、
　上記ブランキング制御手段は、上記前回の入力階調データの示す階調から上記今回の入
力階調データの示す階調への階調遷移が、階調を減少させる階調遷移である場合は、上記
定常状態の場合のブランク期間用の出力信号よりも階調を減少させる方向に補正された階
調となるように上記ブランク期間用の出力信号を補正することを特徴とする請求項８に記
載の液晶表示装置の駆動装置。
【請求項１０】
　上記ブランキング制御手段は、
　上記前回の入力階調データおよび上記今回の入力階調データの組み合わせに対応する上
記ブランク期間用の階調データを示すデータを記録している記録手段と、
　上記記録手段に記録されている上記前回の入力階調データと上記今回の入力階調データ
との組み合わせ以外の上記前回の入力階調データと上記今回の入力階調データとの組み合
わせに対応する上記ブランク期間用の階調データを、上記記録手段に記録されている当該
データを補間して算出する算出手段を備えていることを特徴とする請求項８に記載の液晶
表示装置の駆動装置。
【請求項１１】
　上記映像表示期間用の階調データとして、上記前回の入力階調データおよび上記今回の
入力階調データのそれぞれと同一の階調データを生成する生成手段を備えていることを特
徴とする請求項８に記載の液晶表示装置の駆動装置。
【請求項１２】
　上記ブランキング制御手段は、第１の輝度から第２の輝度へ増加する変化がなかった場
合は、ブランク期間用の出力信号が上記暗表示用に予め定められた輝度に設定されるよう
に制御することを特徴とする請求項６に記載の液晶表示装置の駆動装置。
【請求項１３】
　上記入力階調データは、２５６階調のいずれかを示しており、
　上記ブランキング制御手段は、上記前回の入力階調データの示す階調から、上記今回の
入力階調データの示す階調へ階調を増加させる階調遷移がなかった場合は、ブランク期間
用の階調データが、０階調よりも大きく、３２階調以下の値として、暗表示用に予め定め
られた値となるように制御することを特徴とする請求項８に記載の液晶表示装置の駆動装
置。
【請求項１４】
　上記ブランキング制御手段は、上記定常状態における映像表示期間用の出力信号の示す
輝度が高い程、上記定常状態におけるブランク期間用の出力信号の輝度を高くするように
制御することを特徴とする請求項６、７、１２のいずれか１項に記載の液晶表示装置の駆
動装置。
【請求項１５】
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　上記ブランキング制御手段は、上記定常状態における上記前回の入力階調データおよび
上記今回の入力階調データが高い輝度を示す程、上記定常状態におけるブランク期間用の
階調データを高い輝度を示す階調データとするように制御することを特徴とする請求項８
、９、１０、１１、１３のいずれか１項に記載の液晶表示装置の駆動装置。
【請求項１６】
　上記ブランキング制御手段は、
　上記映像表示期間用の階調データが、上記定常状態であるか否かを判定する判定手段と
、
　上記映像表示期間用の階調データが上記定常状態の場合の上記ブランク期間用の階調デ
ータを生成する定常状態用生成手段と、
　上記映像表示期間用の階調データが上記定常状態でない場合の上記ブランク期間用の階
調データを生成するブランク生成手段と、
　上記判定手段の判定結果が上記定常状態であることを示す場合には上記定常状態用生成
手段の出力を選択して出力する一方、上記判定手段の判定結果が上記定常状態でないこと
を示す場合には上記ブランク生成手段の出力を選択して出力する出力手段とを備えている
ことを特徴とする請求項１５に記載の液晶表示装置の駆動装置。
【請求項１７】
　上記ブランキング制御手段は、上記定常状態におけるブランク期間用の階調データを、
上記定常状態における上記前回の入力階調データおよび上記今回の入力階調データに対応
する映像表示期間用の出力信号の示す階調を定数倍した値となるように、上記ブランク期
間用の階調データを制御することを特徴とする請求項８または９に記載の液晶表示装置の
駆動装置。
【請求項１８】
　上記定数倍は、上記定常状態におけるブランク期間用の階調データを、上記定常状態に
おける映像表示期間用の出力信号の示す輝度の１／２以下の輝度に対応する階調データと
するものであることを特徴とする請求項１７に記載の液晶表示装置の駆動装置。
【請求項１９】
　上記前回の入力階調データおよび上記今回の入力階調データを、下限値が上記液晶表示
装置の映像表示で表現し得る数値範囲の下限値よりも大きな値になるように階調変換する
階調変換手段を備えていることを特徴とする請求項９に記載の液晶表示装置の駆動装置。
【請求項２０】
　上記階調変換手段は、上記前回の入力階調データおよび上記今回の入力階調データを、
より深い深度の階調データに変換して出力すると共に、
　上記階調変換手段によって変換された階調データにノイズ情報を加算する処理であって
、上記ノイズ情報を加算した階調データのビット幅を縮小する丸め処理を行ったときにノ
イズパターンおよび擬似輪郭を生じさせないための上記ノイズ情報、を加算する処理を行
った後に、上記丸め処理として上記ノイズ情報を加算した階調データの下位ビットに対し
て切り捨て処理あるいは切り上げ処理を行う丸め処理手段を備えていることを特徴とする
請求項１９に記載の液晶表示装置の駆動装置。
【請求項２１】
　上記階調変換手段は、上記前回の入力階調データおよび上記今回の入力階調データのガ
ンマ特性のガンマ値をより大きな値に変更することを特徴とする請求項１９または２０に
記載の液晶表示装置の駆動装置。
【請求項２２】
　請求項６～２１のいずれか１項に記載の各手段としてコンピュータを動作させるプログ
ラム。
【請求項２３】
　請求項２２に記載のプログラムが記録された記録媒体。
【請求項２４】
　請求項６～２１のいずれか１項に記載の液晶表示装置の駆動装置を備えていることを特
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徴とする液晶表示装置。
【請求項２５】
　テレビジョン放送の受像機であることを特徴とする請求項２４に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、高画質な動画表示を可能とする表示装置の駆動方法、駆動装置、そのプログ
ラムおよび記録媒体、並びに、表示装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、液晶表示装置は、例えばパーソナルコンピュータ、ワードプロセッサ、アミュー
ズメント機器、テレビ装置など広範囲に使用されるようになってきた。しかし、液晶表示
装置は、ブラウン管などの表示光が瞬間的であるインパルス型表示装置とは異なり、表示
光が時間により連続的に変化するホールド型ディスプレイであるため、一般的に応答時間
が遅い。したがって、特に動画表示を行う上では動きボヤケなどの画像劣化が生じると言
う問題点があった。そこで、高画質の動画表示を得るために、表示の応答特性を改善する
方法が検討されている。
【０００３】
　その方法の一つとして、液晶表示装置のようなホールド型の表示装置に、擬似的にイン
パルス型の表示特性を持たせる、すなわち、表示光をブラウン管のように瞬間的あるいは
間欠的にする方法が提案されている。
【０００４】
　液晶表示装置にインパルス型の表示特性を持たせるために、公知文献１（（日本国公開
特許公報：特開２００３－６６９１８号公報（２００３年３月５日公開）（対応米国出願
ＵＳ２００３００５８２２９Ａ１））は、１フレーム期間分の映像データ同士の間にブラ
ンキングデータを挿入し、１フレーム期間内に映像データとブランキングデータとを交互
に表示するように駆動する表示装置を開示している。これにより、構造の大型化・複雑化
を抑制しつつ、動画ボヤケ等に起因する画質劣化を抑制することが可能となる。
【０００５】
　より詳細には、公知文献１の表示装置は、図２２に示すように、画像信号源１０１から
得られる１フレーム期間分の画像データにブランキングデータを挿入する複数回走査デー
タ生成回路１０２と、ゲート線の駆動タイミングを生成する複数回走査タイミング生成回
路１０３と、表示素子アレイ１０６とを有する。
【０００６】
　この表示装置で生成される走査信号は、図２３に示すように、フレーム周期３０１が２
分割されて映像走査期間３０２とブランキング走査期間３０３になっており、つまりは、
１フレーム期間内に２回ゲート線が選択される。そして、映像走査期間３０２では、走査
信号は、２ライン同時に書き込み、２ライン飛び越し走査で、すなわち、Ｇ１とＧ２とを
同時に選択して書き込み、次にＧ３とＧ４とを同時に選択してに次の映像信号を書き込む
。その後、ブランキングデータも同様の２ライン同時に書き込み、２ライン飛び越し走査
で書き込む。これにより、１フレーム期間に映像表示とブランキング表示とが行われる。
【０００７】
　このとき、表示アレイの１画素については、図２４に示すように、フレーム期間４０１
の１フレーム期間のうちの映像書き込み期間４０２に映像信号が、ブランキング書き込み
期間４０３に映像の階調電圧よりもコモンレベルに近いブランキングデータが書き込まれ
る。つまり、ゲート駆動波形４０５に示される映像書き込み期間４０２中の選択期間にソ
ース波形４０６に示す映像信号が書き込まれ、光学応答波形４０９に示すように透過性が
あがる。そして、ゲート駆動波形４０５に示されるブランキング書き込み期間４０３中の
選択期間にソース波形４０６に示す消去信号が書き込まれ、光学応答波形４０９に示すよ
うに透過性が下がる。
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【０００８】
　このような駆動方法によれば、図２５（ａ）に示すような表示ができる。すなわち、画
像信号源１０１からの原映像８０１を、複数回走査データ生成回路１０２にて垂直方向に
半分に圧縮し、残り半分に無効映像が付加される。この映像を図２５（ｂ）に示すように
、複数回走査タイミング生成回路１０３にて、上記した２ライン同時に書き込み、２ライ
ン飛び越し走査となるようなタイミングで書き込むめば、１フレーム期間内に映像データ
とブランキングデータとが表示され、映像応答、黒応答が繰り返されることになる。した
がって、インパルス型の表示特性を持たせることができ、これにより、動画ボヤケ等に起
因する画質劣化を抑制することができる。
【０００９】
　また、公知文献１には、原映像を１／４に圧縮し、フレーム周期を４分割する方法も記
載されている。この場合は、フレーム期間の１／４に高速応答化フィルタを適用して応答
性を向上させるべく作成した液晶高速応答化映像（原映像を強調した映像）を書き込み、
次の１／４フレーム期間に映像を書き込み、残りの１／２フレーム期間にブランキングデ
ータを書き込むことでより一層の高速応答ができる。
【００１０】
　さらに、同様の走査を１ラインごとの走査で行うときは、１ラインの書き込み期間を約
半分程度に短くすることも記載されている。
【００１１】
　また、公知文献２（日本国公開特許公報：特開２００２－１４９１３２号公報（２００
２年５月２４日公開）は、各サブフレーム期間の前に消去信号を書き込んだうえ、画像信
号を、消去信号レベルからの差が大きくなる方向に補正することを開示している。これに
より、液晶の応答速度が加速され、動画表示の画質を高めることができる。
【００１２】
　しかしながら、公知文献１で開示された表示装置では、液晶応答高速化映像により、光
学応答波形の黒レベルからの急速な立ち上がりが可能であるが、ブランキングデータの書
き込みが完全に行われなかった場合に、正しい映像が表示されないという問題を生じる。
【００１３】
　具体的には、ブランクデータの書き込みが完全に行われなかった場合は、図２６の上の
波形の点線に示すような電圧印加に対して、その下の点線に示す波形のような光学応答と
なる。なお、図２６では、画像信号に対応する電圧から消去信号に対応するＶ０Ｈへ遷移
する時に、極性が反転するものとする（図２６において、透過率Ｔｘに対応する電圧のう
ち、＋駆動時の電圧をＶｘＨ、－駆動時の電圧をＶｘＬとする）。
【００１４】
　より詳細には、公知文献１のようにブランキングデータを表示する表示装置では、画像
信号走査期間３２ａにおいて、前回の映像信号に対応する電圧ＶａＬに反応して液晶の透
過率がＴａとなった後、実線に示すように、消去信号走査期間３３ａにおいて透過率Ｔ０
の定常状態となることを前提としている。したがって、画像信号走査期間３２ｂにおいて
、今回の映像信号に対応する電圧ＶｘＨが入力された場合、映像書込み期間内に、液晶が
、Ｔ０から映像信号Ｖｘに対応する透過率Ｔｘに変化するような電圧Ｖｘ’Ｈを印加する
。しかし、実際は液晶の応答が遅いため、液晶透過率の波形は、点線で示すように、消去
信号走査期間でＴ０に達せず（Ｔ０より高いＴ０’となる）、画像信号走査期間３２ｂで
は目標の透過率であるＴｘより高い透過率Ｔｘ″に達する。
【００１５】
　さらに、このような場合、消去信号の電圧値Ｖ０が一定（極性の反転によって、Ｖ０Ｈ
あるいはＶ０Ｌが印加される）であっても次の書き込みが始まる時点での液晶の透過率Ｔ
０’の値は、前回のフレーム期間の映像信号Ｖａに依存にして様々に変化するので、前回
の映像信号Ｖｘに応じて透過率Ｔｘを与える電圧Ｖｘ’も変化する。よって、映像信号Ｖ
ｘに応じて一定の電圧を与える従来の方法では、入力画像信号の階調を正しく表示するこ
とができず、高画質の動画表示を実現することができなくなってしまう。
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【００１６】
　また、公知文献２で開示された液晶表示装置も、消去信号の書込みにより液晶のフレー
ム期間での初期状態が均一化されたものとして画像信号を設定しており、液晶応答が遅い
ために、消去信号に対応する電圧を印加しても所望の均一化された透過率に達していない
という場合は想定されていない。このように、初期状態の液晶が均一化状態からずれてい
ると、印加される電圧が所望の透過率を与える電圧からずれてしまい、元の画像信号に忠
実な映像は表示されない。
【発明の開示】
【００１７】
　本発明は、上記の問題に鑑みてなされたものであり、その目的は、高画質な動画を表示
可能な表示装置を提供することにある。
【００１８】
　本発明に係る表示装置の駆動方法は、上記課題を解決するために、繰り返し設けられる
工程であって、表示装置が表示すべき映像を示す映像信号に応じた映像表示期間用の出力
信号を、当該表示装置の画素へ供給して、当該画素の輝度を制御する映像表示工程と、上
記各映像表示工程の合間に設けられる工程であって、ブランク期間用の出力信号を上記画
素へ供給することによって、当該画素の輝度を、当該工程に隣接して行われる映像表示工
程の少なくとも予め定められた一方における画素の輝度よりも高くならないように、ある
いは、暗表示用に予め定められた輝度になるように制御するブランキング制御工程とを含
む表示装置の駆動方法において、上記ブランキング制御工程は、当該ブランキング制御工
程の前後に実施される映像表示工程での映像表示期間用の出力信号の示す輝度を、それぞ
れ第１および第２の輝度とするとき、第１の輝度から第２の輝度への変化が予め定められ
た変化であった場合は、第１および第２の輝度が一致している場合のブランク期間用の出
力信号と比較して、輝度を増加させる方向および減少させる方向のうち、上記変化と同じ
方向に補正された輝度を示すように、上記ブランク期間用の出力信号を補正することを特
徴としている。
【００１９】
　ここで、画素の応答速度が、以下の条件を満足できる程度の速さを持っていない場合、
すなわち、ブランキング制御工程の開始時点における画素の輝度に拘わらず、ブランキン
グ制御工程の終了時点において、画素がブランク期間用の出力信号の示す輝度に到達でき
る程度には速くない場合は、ブランク期間用の階調データとして、互いに同じ輝度を示す
出力信号を出力したとしても、ブランキング制御工程の開始時点の輝度によって、終了時
に画素が到達する輝度も変化してしまう。
【００２０】
　同様に、画素の応答速度が、以下の条件を満足できる程度の速さを持っていない場合、
すなわち、映像表示工程の開始時点における画素の輝度に拘わらず、映像表示工程の終了
時点において、画素が映像表示期間用の出力信号の示す輝度に到達できる程度には速くな
い場合は、映像表示期間用の出力信号として、互いに同じ輝度を示す出力信号を出力した
としても、映像表示工程の開始時点の輝度によって、終了時に画素が到達する輝度も変化
してしまう。
【００２１】
　ここで、従来のように、ブランク期間用の出力信号の値を一定の値に設定すると共に、
ブランク期間用の出力信号と、映像表示期間用の出力信号とを交互に出力した場合の画素
の平均輝度が、表示装置の表示すべき映像に応じた輝度となるように、映像表示期間用の
出力信号の値を設定すると、ブランキング制御工程終了時の画素の輝度が、ブランク期間
用の出力信号の示す輝度よりも高くなり、映像表示工程終了時の画素の輝度が、映像表示
期間用の出力信号の示す輝度よりも低くなったとしても、上記映像に応じた輝度が一定の
場合には、画素の平均輝度を、当該映像に応じた輝度に設定できる。
【００２２】
　ところが、この場合、画素の応答速度の不足によって、ブランキング制御工程終了時点
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の画素の輝度は、上記映像に応じた輝度が異なると、互いに異なる輝度になっており、ブ
ランキング制御工程終了時点の画素の輝度は、上記映像に応じた輝度が比較的高い場合よ
りも、上記映像に応じた輝度が比較的低い場合の方が低くなっている。したがって、映像
信号が変化して、ある映像表示工程（第１の映像表示工程）における出力信号と、次の映
像表示工程（第２の映像表示工程）における出力信号とが互いに異なる値になる場合は、
第２の映像表示工程における画素の応答が不足して、第２の映像表示工程の終了時点にお
ける画素の輝度が、所望の輝度（映像信号の示す輝度）に到達できなくなる虞れがある。
【００２３】
　この場合、ブランキング制御工程を設けることによって、動きボヤケなどの画質劣化を
抑制しようとしているにも拘わらず、第２の映像表示工程における画素の応答不足によっ
て、動きボヤケなどの画質劣化が発生し、全体として動画表示時の画質劣化を抑制するこ
とが難しい。
【００２４】
　これに対して、上記ブランキング制御工程では、第１の輝度から第２の輝度への変化が
予め定められた変化であった場合は、第１および第２の輝度が一致している場合（定常状
態）のブランク期間用の出力信号と比較して、輝度を増加させる方向および減少させる方
向のうち、上記変化と同じ方向に補正された輝度を示すように、上記ブランク期間用の出
力信号を補正する。この結果、第２の映像表示工程の終了時点における画素の輝度を上記
所望の輝度に近づけることができる。
【００２５】
　例えば、上記予め定められた変化が輝度を増加させる変化の場合、定常状態におけるブ
ランク期間用の出力信号よりも高い輝度を示す出力信号が出力される。この結果、ブラン
キング制御工程の終了時点における画素の輝度を、定常状態におけるブランキング制御工
程終了時点の輝度よりも高くすることができ、各映像表示工程での出力信号が常に第２の
輝度を示している場合におけるブランキング制御工程終了の輝度に近づけることができる
。したがって、第２の映像表示工程の終了時点における画素の輝度を上記所望の輝度に近
づけることができる。
【００２６】
　また、他の例として、上記予め定められた変化が輝度を減少させる変化の場合、定常状
態におけるブランク期間用の出力信号よりも低い輝度を示す出力信号が出力される。この
結果、ブランキング制御工程の終了時点における画素の輝度を、定常状態におけるブラン
キング制御工程終了時点の輝度よりも低くすることができ、各映像表示工程での出力信号
が常に第２の輝度を示している場合におけるブランキング制御工程終了の輝度に近づける
ことができる。したがって、第２の映像表示工程の終了時点における画素の輝度を上記所
望の輝度に近づけることができる。
【００２７】
　このように、第２の映像表示工程の終了時点における画素の輝度を所望の値に近づける
ことができるので、ブランク期間用の出力信号が一定の構成とは異なり、第２の映像表示
工程における応答不足に起因する画質劣化を抑制でき、高画質な動画表示の表示装置を提
供できる。
【００２８】
　なお、上記変化と同じ方向に補正された輝度を示すように、上記ブランク期間用の出力
信号を補正できれば、効果が得られるが、上記第１の輝度と上記第２の輝度とに基づいて
、例えば、ブランキング制御工程の終了時点における画素の輝度を、各映像表示工程での
出力信号が常に第２の輝度を示している場合におけるブランキング制御工程終了の輝度と
一致する程度に補正するなどして、第２の映像表示工程の終了時点における画素の輝度が
所望の値に一致する程度に補正すれば、第２の映像表示工程における応答不足に起因する
画質劣化をさらに抑制でき、より高画質な動画表示の表示装置を提供できる。
【００２９】
　また、本発明に係る表示装置の駆動方法は、上記課題を解決するために、繰り返し設け
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られる工程であって、表示装置が表示すべき映像を示す映像信号に応じた映像表示期間用
の出力信号を、当該表示装置の画素へ供給して、当該画素の輝度を制御する映像表示工程
と、上記各映像表示工程の合間に設けられる工程であって、ブランク期間用の出力信号を
上記画素へ供給することによって、当該画素の輝度を、当該工程に隣接して行われる映像
表示工程の少なくとも予め定められた一方における画素の輝度よりも高くならないように
、あるいは、暗表示用に予め定められた輝度になるように制御するブランキング制御工程
とを含む表示装置の駆動方法において、上記ブランキング制御工程は、当該ブランキング
制御工程の前後に実施される映像表示工程での映像表示期間用の出力信号の示す輝度を、
それぞれ第１および第２の輝度とするとき、第１の輝度から第２の輝度への変化が予め定
められた変化であった場合は、上記第１の輝度と上記第２の輝度とに基づいて上記ブラン
ク期間用の出力信号を補正することを特徴としている。
【００３０】
　当該構成では、第１の輝度から第２の輝度への変化が予め定められた変化であった場合
は、上記ブランク期間用の出力信号は、上記第１の輝度と上記第２の輝度とに基づいて補
正されるので、上記表示装置の駆動方法と同様に、ブランキング制御工程の終了時点にお
ける画素の輝度を、各映像表示工程での出力信号が常に第２の輝度を示している場合にお
けるブランキング制御工程終了の輝度に近づけることができる。この結果、ブランク期間
用の出力信号が一定の構成とは異なり、第２の映像表示工程における応答不足に起因する
画質劣化を抑制でき、高画質な動画表示の表示装置を提供できる。
【００３１】
　また、本発明に係る表示装置の駆動方法は、上記課題を解決するために、繰り返し設け
られる工程であって、表示装置の画素への階調データとして与えられる入力階調データに
基づいて、当該画素への映像表示期間用の階調データと、当該画素への階調データであっ
て、当該映像表示期間用の階調データよりも明るくない階調、あるいは、暗表示用に予め
定められた階調を示すブランク期間用の階調データとの双方を生成する生成工程と、上記
各生成工程に対応して設けられる工程であって、対応する生成工程にて生成された上記両
階調データを、予め定められた順番で出力する出力工程とを含んでいる表示装置の駆動方
法において、上記各生成工程は、上記表示装置の画素への前回の入力階調データの示す階
調から、当該画素への今回の入力階調データの示す階調への階調遷移が、予め定められた
階調遷移である場合は、上記表示装置の画素への前回の入力階調データの示す階調から、
当該画素への今回の入力階調データの示す階調への階調遷移が、予め定められた階調遷移
である場合は、上記前回の入力階調データに基づく生成工程で出力される映像表示期間用
の階調データと、上記今回の入力階調データに基づく生成工程で出力される映像表示期間
用の階調データとの間に出力されるブランク期間用の階調データとして、上記前回の入力
階調データの示す階調と上記今回の入力階調データの示す階調とが同じ場合のブランク期
間用の階調データと比較して、増加する方向および減少する方向のうち、当該階調遷移と
同じ方向に補正された階調データを出力する補正工程を含んでいることを特徴としている
。
【００３２】
　ここで、上述の説明、すなわち、画素へ供給される出力信号に基づいた説明を、階調デ
ータを基準にして説明し直すと、以下のようになる。すなわち、画素の応答速度が、以下
の条件を満足できる程度の速さを持っていない場合、すなわち、ブランク期間の開始時点
における画素の輝度に拘わらず、ブランク期間の終了時点において、画素がブランク期間
用の階調データの示す輝度に到達できる程度には速くない場合は、ブランク期間用の階調
データとして、互いに同じ階調データを出力したとしても、ブランク期間の開始時点の輝
度によって、ブランク期間終了時に画素が到達する輝度も変化してしまう。
【００３３】
　同様に、画素の応答速度が、以下の条件を満足できる程度の速さを持っていない場合、
すなわち、映像表示期間の開始時点における画素の輝度に拘わらず、映像表示期間の終了
時点において、画素が映像表示期間用の階調データの輝度に到達できる程度には速くない
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場合は、映像表示期間用の階調データとして、互いに同じ階調データを出力したとしても
、映像表示期間の開始時点の輝度によって、映像表示期間終了時に画素が到達する輝度も
変化してしまう。
【００３４】
　ここで、従来のように、ブランク期間用の階調データの値を一定の値に設定すると共に
、ブランク期間用の階調データと、映像表示期間用の階調データとを交互に出力した場合
の画素の平均輝度が、入力階調データの示す輝度となるように、映像表示期間用の階調デ
ータの値を設定すると、ブランク期間終了時の画素の輝度が、ブランク期間用の階調デー
タの示す輝度よりも高くなり、映像表示期間終了時の画素の輝度が、映像表示期間用の階
調データの示す輝度よりも低くなったとしても、入力階調データの値が一定の場合には、
画素の平均輝度を、当該入力階調データの示す輝度に設定できる。
【００３５】
　ところが、この場合、画素の応答速度の不足によって、ブランク期間終了時点の画素の
輝度は、入力階調データの値が異なると、互いに異なる輝度になっており、ブランク期間
終了時点の画素の輝度は、入力階調データの示す輝度が比較的高い場合よりも、入力階調
データの示す輝度が比較的低い場合の方が低くなっている。したがって、入力階調データ
が前回の値から今回の値へと変化して、ある映像表示期間（第１の映像表示期間）用の階
調データと、次の映像表示期間（第２の映像表示期間）用の階調データとが互いに異なる
値になる場合は、第２の映像表示期間における画素の応答が不足して、第２の映像表示期
間の終了時点における画素の輝度が、所望の輝度（今回の入力階調データの示す輝度）に
到達しなくなる虞れがある。
【００３６】
　この場合、ブランク期間を設けることによって、動きボヤケなどの画質劣化を抑制しよ
うとしているにも拘わらず、第２の映像表示期間における画素の応答不足によって、動き
ボヤケなどの画質劣化が発生し、全体として動画表示時の画質劣化を抑制することが難し
い。
【００３７】
　これに対して、上記補正工程では、上記表示装置の画素への前回の入力階調データの示
す階調から、当該画素への今回の入力階調データの示す階調への階調遷移が、予め定めら
れた階調遷移である場合、上記前回の入力階調データの示す階調と上記今回の入力階調デ
ータの示す階調とが同じ場合（定常状態）のブランク期間用の階調データと比較して、増
加する方向および減少する方向のうち、当該階調遷移と同じ方向に補正された階調データ
が出力される。この結果、第２の映像表示期間の終了時点における画素の輝度を所望の値
に近づけることができる。
【００３８】
　例えば、上記予め定められた階調遷移が階調を増加させる階調遷移の場合、定常状態に
おけるブランク期間用の階調データよりも増加された階調データが出力される。この結果
、当該ブランク期間の終了時点における画素の輝度を、定常状態におけるブランク期間終
了時点の輝度よりも高くすることができ、入力階調データが今回の入力階調データで一定
の場合におけるブランク期間終了時点の輝度に近づけることができる。したがって、第２
の映像表示期間の終了時点における画素の輝度を所望の値に近づけることができる。
【００３９】
　また、他の例として、上記予め定められた階調遷移が階調を減少させる階調遷移の場合
、定常状態におけるブランク期間用の階調データよりも減少された階調データが出力され
る。この結果、当該ブランク期間の終了時点における画素の輝度を、定常状態におけるブ
ランク期間終了時点の輝度よりも低くすることができ、入力階調データが今回の入力階調
データで一定の場合におけるブランク期間終了時点の輝度に近づけることができる。した
がって、第２の映像表示期間の終了時点における画素の輝度を所望の値に近づけることが
できる。
【００４０】
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　このように、第２の映像表示期間の終了時点における画素の輝度を所望の値に近づける
ことができるので、ブランク期間用の階調データが一定の構成とは異なり、第２の映像表
示期間における応答不足に起因する画質劣化を抑制でき、高画質な動画を表示可能な表示
装置を提供できる。
【００４１】
　なお、上記階調遷移と同じ方向に補正された階調データを出力できれば、効果が得られ
るが、上記前回および今回の入力階調データに基づいて、例えば、当該ブランク期間の終
了時点における画素の輝度を、入力階調データが今回の入力階調データで一定の場合にお
けるブランク期間終了時点の輝度と一致する程度に補正したりして、第２の映像表示期間
の終了時点における画素の輝度が所望の値に一致する程度に補正すれば、第２の映像表示
期間における応答不足に起因する画質劣化をさらに抑制でき、より高画質な動画を表示可
能な表示装置を提供できる。
【００４２】
　また、本発明に係る表示装置の駆動方法は、上記課題を解決するために、繰り返し設け
られる工程であって、表示装置の画素への階調データとして与えられる入力階調データに
基づいて、当該画素への映像表示期間用の階調データと、当該画素への階調データであっ
て、当該映像表示期間用の階調データよりも明るくない階調、あるいは、暗表示用に予め
定められた階調を示すブランク期間用の階調データとの双方を生成する生成工程と、上記
各生成工程に対応して設けられる工程であって、対応する生成工程にて生成された上記両
階調データを、予め定められた順番で出力する出力工程とを含んでいる表示装置の駆動方
法において、上記表示装置の画素への前回の入力階調データの示す階調から、当該画素へ
の今回の入力階調データの示す階調への階調遷移が、予め定められた階調遷移である場合
は、上記前回の入力階調データに基づく生成工程で出力される映像表示期間用の階調デー
タと、上記今回の入力階調データに基づく生成工程で出力される映像表示期間用の階調デ
ータとの間に出力されるブランク期間用の階調データを、上記前回および今回の入力階調
データに基づいて補正する補正工程を含んでいることを特徴としている。
【００４３】
　当該構成では、前回の入力階調データの示す階調から今回の入力階調データの示す階調
への階調遷移が予め定められた階調遷移であった場合は、上記ブランク期間用の階調デー
タは、上記前回および今回の階調データに基づいて補正される。したがって、上記表示装
置の駆動方法と同様に、ブランク期間の終了時点における画素の輝度を、各入力階調デー
タが常に今回の階調データである場合におけるブランク期間終了の輝度に近づけることが
できる。この結果、ブランク期間用の階調データが一定の構成とは異なり、第２の映像表
示期間における応答不足に起因する画質劣化を抑制でき、高画質な動画を表示可能な表示
装置を提供できる。
【００４４】
　一方、本発明に係る表示装置の駆動装置は、上記課題を解決するために、繰り返し設け
られる映像表示期間には、次の映像表示期間までの間に表示装置が表示すべき映像を示す
映像信号に応じた映像表示期間用の出力信号を、当該表示装置の画素へ供給して、当該画
素の輝度を制御すると共に、各映像表示期間の合間に設けられるブランク期間には、ブラ
ンク期間用の出力信号を上記画素へ供給することによって、当該ブランク期間に隣接する
映像表示期間の少なくとも一方よりも、当該画素の輝度を高くならないように、あるいは
、暗表示用に予め定められた輝度になるように制御する表示装置の駆動装置において、ブ
ランク期間の前後の映像表示期間に出力される映像表示期間用の出力信号の示す輝度を、
それぞれ第１および第２の輝度とするとき、第１の輝度から第２の輝度への変化が予め定
められた変化であった場合は、第１および第２の輝度が一致している場合のブランク期間
用の出力信号と比較して、輝度を増加させる方向および減少させる方向のうち、上記変化
と同じ方向に補正された輝度を示すように、上記ブランク期間用の出力信号を補正するブ
ランキング制御手段を備えていることを特徴としている。
【００４５】
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　また、本発明に係る表示装置の駆動装置は、上記課題を解決するために、繰り返し設け
られる映像表示期間には、次の映像表示期間までの間に表示装置が表示すべき映像を示す
映像信号に応じた映像表示期間用の出力信号を、当該表示装置の画素へ供給して、当該画
素の輝度を制御すると共に、各映像表示期間の合間に設けられるブランク期間には、ブラ
ンク期間用の出力信号を上記画素へ供給することによって、当該ブランク期間に隣接する
映像表示期間の少なくとも一方よりも、当該画素の輝度を高くならないように、あるいは
、暗表示用に予め定められた輝度になるように制御する表示装置の駆動装置において、ブ
ランク期間の前後の映像表示期間に出力される映像表示期間用の出力信号の示す輝度を、
それぞれ第１および第２の輝度とするとき、第１の輝度から第２の輝度への変化が予め定
められた変化であった場合は、上記第１の輝度と上記第２の輝度とに基づいて、上記ブラ
ンク期間用の出力信号を補正するブランキング制御手段を備えていることを特徴としてい
る。
【００４６】
　さらに、本発明に係る表示装置の駆動装置は、上記課題を解決するために、繰り返し与
えられる表示装置の画素への入力階調データのそれぞれに基づいて、当該画素への映像表
示期間用の階調データと、当該画素への階調データであって、当該映像表示期間用の階調
データよりも明るくない階調、あるいは、暗表示用に予め定められた階調を示すブランク
期間用の階調データとの双方を生成すると共に、予め定められた順番で当該両階調データ
を出力する表示装置の駆動装置において、上記画素への前回の入力階調データの示す階調
から、当該画素への今回の入力階調データの示す階調への階調遷移が、予め定められた階
調遷移である場合は、上記前回の入力階調データの示す階調と上記今回の入力階調データ
の示す階調とが同じ場合のブランク期間用の階調データと比較して、増加する方向および
減少する方向のうち、当該階調遷移と同じ方向に補正された階調データを、上記前回の入
力階調データに基づいて生成された映像表示期間用の階調データと、上記今回の入力階調
データに基づいて生成される映像表示期間用の階調データとの間に出力されるブランク期
間用の階調データとして出力するブランキング制御手段を備えていることを特徴としてい
る。
【００４７】
　また、本発明に係る表示装置の駆動装置は、上記課題を解決するために、繰り返し与え
られる表示装置の画素への入力階調データのそれぞれに基づいて、当該画素への映像表示
期間用の階調データと、当該画素への階調データであって、当該映像表示期間用の階調デ
ータよりも明るくない階調、あるいは、暗表示用に予め定められた階調を示すブランク期
間用の階調データとの双方を生成すると共に、予め定められた順番で当該両階調データを
出力する表示装置の駆動装置において、上記画素への前回の入力階調データの示す階調か
ら、当該画素への今回の入力階調データの示す階調への階調遷移が、予め定められた階調
遷移である場合は、上記前回の入力階調データに基づいて生成された映像表示期間用の階
調データと、上記今回の入力階調データに基づいて生成される映像表示期間用の階調デー
タとの間に出力されるブランク期間用の階調データを、上記前回および今回の入力階調デ
ータに基づいて補正するブランキング制御手段を備えていることを特徴としている。
【００４８】
　これらの表示装置の駆動装置は、ブランキング制御手段を備えており、当該ブランキン
グ制御手段は、上述の表示装置の駆動方法のいずれかと同様に、ブランク期間用の出力信
号または階調データを制御できる。したがって、上記各表示装置の駆動方法と同様に、第
２の映像表示期間における応答不足に起因する画質劣化を抑制でき、高画質な動画を表示
可能な表示装置を提供できる。
【００４９】
　本発明のさらに他の目的、特徴、および優れた点は、以下に示す記載によって十分わか
るであろう。また、本発明の利益は、添付図面を参照した次の説明で明白になるであろう
。
【図面の簡単な説明】
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【００５０】
【図１】本発明の実施形態を示すものであり、画像表示装置に設けられた信号処理部の要
部構成を示すブロック図である。
【図２】上記画像表示装置の要部構成を示すブロック図である。
【図３】上記画像表示装置に設けられた画素の構成例を示す回路図である。
【図４】上記画素の輝度の時間変化を示すグラフである。
【図５】定常状態において、上記画素へ印加される出力信号と、当該画素の輝度との時間
変化を示すグラフである。
【図６】インパルス駆動しない場合に発生する動きボヤケの原因を説明するものであり、
各フレーム期間における、ある水平ラインに位置する各画素の輝度を示す図面である。
【図７】上記図面を人間の視線を空間座標の原点として置き換えた図面である。
【図８】本実施形態を示すものであり、各フレーム期間における、ある水平ラインに位置
する各画素の輝度を示す図面である。
【図９】上記図面を人間の視線を空間座標の原点として置き換えた図面である。
【図１０】比較例を示すものであり、ブランク期間の出力信号を変更しない構成において
、映像表示期間に表示すべき画素の輝度が変化した場合に、上記画素へ印加される出力信
号と、当該画素の輝度との時間変化を示すグラフである。
【図１１】上記実施形態において、映像表示期間に表示すべき画素の輝度が変化した場合
に、上記画素へ印加される出力信号と、当該画素の輝度との時間変化を示すグラフである
。
【図１２】上記信号処理部に設けられるルックアップテーブルを説明する図面である。
【図１３】本発明の他の実施形態を示すものであり、信号処理部に設けられるルックアッ
プテーブルを説明する図面である。
【図１４】本発明のさらに他の実施形態を示すものであり、信号処理部に設けられるブラ
ンク期間用生成回路の要部構成を示すブロック図である。
【図１５】ブランク期間および映像表示期間における画素の輝度の変化を示すグラフであ
る。
【図１６】他の構成例を示すものであり、上記信号処理部に設けられるルックアップテー
ブルを説明する図面である。
【図１７】本発明の別の実施形態を示すものであり、信号処理部に設けられる映像表示期
間用生成回路の要部構成を示すブロック図である。
【図１８】本発明の変形例を示すものであり、信号処理部の要部構成を示すブロック図で
ある。
【図１９】上記信号処理部に設けられた階調変換部の要部構成を示すブロック図である。
【図２０】上記階調変換部による階調変換動作を示す図面である。
【図２１】上記階調変換部において行われるガンマ変換を示す図面である。
【図２２】従来技術の液晶表示装置のシステムブロック図である。
【図２３】従来技術の液晶表示装置のゲート選択パルスタイミングチャートである。
【図２４】従来技術の液晶表示装置の各信号線駆動波形と表示素子の光学応答波形である
。
【図２５（ａ）】従来技術の液晶表示装置の映像データ生成過程の概念図である。
【図２５（ｂ）】従来技術の液晶表示装置の映像データ生成過程の概念図である。
【図２６】従来技術の液晶表示装置における、出力信号波形と、光応答波形とを示す図面
である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００５１】
　〔第１の実施形態〕
　本発明の一実施形態について図１ないし図１２に基づいて説明すると以下の通りである
。すなわち、本実施形態に係る画像表示装置（表示装置）１は、ブランク期間において画
素へ出力する出力信号を制御することによって、高画質な動画表示が可能な画像表示装置
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であって、例えば、テレビジョン受像機の画像表示装置あるいは、コンピュータからの映
像信号などの映像信号を表示するモニタ装置などとして、好適に使用できる。なお、当該
テレビジョン受像機が受像するテレビジョン放送の一例としては、地上波テレビジョン放
送、ＢＳ（Ｂｒｏａｄｃａｓｔｉｎｇ　Ｓａｔｅｌｌｉｔｅ）デジタル放送やＣＳ（Ｃｏ
ｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　Ｓａｔｅｌｌｉｔｅ）デジタル放送などの人工衛星を用いた放
送、あるいは、ケーブルテレビテレビジョン放送などが挙げられる。
【００５２】
　当該画像表示装置１のパネル１１は、図２に示すように、マトリクス状に配された画素
ＰＩＸ（１，１）～ＰＩＸ（ｎ，ｍ）を有する画素アレイ２と、画素アレイ２のデータ信
号線ＳＬ１～ＳＬｎを駆動するデータ信号線駆動回路３と、画素アレイ２の走査信号線Ｇ
Ｌ１～ＧＬｍを駆動する走査信号線駆動回路４とを備えている。また、画像表示装置１に
は、両駆動回路３・４へ制御信号を供給する制御回路１２と、入力される映像信号に対し
て、ブランク期間を挿入するための信号処理を含む信号処理を行って、処理後の映像信号
を上記制御回路１２へ供給する信号処理部（駆動装置）２１とが設けられている。なお、
これらの回路は、電源回路１３からの電力供給によって動作している。
【００５３】
　以下では、信号処理部２１の詳細構成について説明する前に、画像表示装置１全体の概
略構成および動作を説明する。また、説明の便宜上、例えば、ｉ番目のデータ信号線ＳＬ
ｉのように、位置を特定する必要がある場合にのみ、位置を示す数字または英字を付して
参照し、位置を特定する必要がない場合や総称する場合には、位置を示す文字を省略して
参照する。
【００５４】
　上記画素アレイ２は、複数（この場合は、ｎ本）のデータ信号線ＳＬ１～ＳＬｎと、各
データ信号線ＳＬ１～ＳＬｎに、それぞれ交差する複数（この場合は、ｍ本）の走査信号
線ＧＬ１～ＧＬｍとを備えており、１からｎまでの任意の整数をｉ、１からｍまでの任意
の整数をｊとすると、データ信号線ＳＬｉおよび走査信号線ＧＬｊの組み合わせ毎に、画
素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）が設けられている。なお、本実施形態の場合、各画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ
）は、隣接する２本のデータ信号線ＳＬ（ｉ－１）・ＳＬｉと、隣接する２本の走査信号
線ＧＬ（ｊ－１）・ＧＬｊとで囲まれた部分に配されている。
【００５５】
　一例として、画像表示装置１が液晶表示装置の場合について説明すると、上記画素ＰＩ
Ｘ（ｉ，ｊ）は、例えば、図３に示すように、スイッチング素子として、ゲートが走査信
号線ＧＬｊへ、ドレインがデータ信号線ＳＬｉに接続された電界効果トランジスタＳＷ（
ｉ，ｊ）と、当該電界効果トランジスタＳＷ（ｉ，ｊ）のソースに、一方の電極が接続さ
れた画素容量Ｃｐ（ｉ，ｊ）とを備えている。また、画素容量Ｃｐ（ｉ，ｊ）の他端は、
全画素ＰＩＸ…に共通の共通電極線に接続されている。上記画素容量Ｃｐ（ｉ，ｊ）は、
液晶容量ＣＬ（ｉ，ｊ）と、必要に応じて付加される補助容量Ｃｓ（ｉ，ｊ）とから構成
されている。
【００５６】
　上記画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）において、走査信号線ＧＬｊが選択されると、電界効果トラ
ンジスタＳＷ（ｉ，ｊ）が導通し、データ信号線ＳＬｉに印加された電圧が画素容量Ｃｐ
（ｉ，ｊ）へ印加される。一方、当該走査信号線ＧＬｊの選択期間が終了して、電界効果
トランジスタＳＷ（ｉ，ｊ）が遮断されている間、画素容量Ｃｐ（ｉ，ｊ）は、遮断時の
電圧を保持し続ける。ここで、液晶の透過率あるいは反射率は、液晶容量ＣＬ（ｉ，ｊ）
に印加される電圧によって変化する。したがって、走査信号線ＧＬｊを選択し、当該画素
ＰＩＸ（ｉ，ｊ）への映像データＤ（ｉ，ｊ，ｋ）に応じた電圧を、画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ
）への出力信号Ｏ（ｉ，ｊ，ｋ）として、データ信号線ＳＬｉへ印加すれば、当該画素Ｐ
ＩＸ（ｉ，ｊ）の表示状態を、映像データＤ（ｉ，ｊ，ｋ）に合わせて変化させることが
できる。
【００５７】
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　また、本実施形態では、上記画素アレイ２の液晶セルとして、垂直配向モードの液晶セ
ル、すなわち、電圧無印加時には、液晶分子が基板に対して略垂直に配向し、画素ＰＩＸ
（ｉ，ｊ）の液晶容量ＣＬ（ｉ，ｊ）への印加電圧に応じて、液晶分子が垂直配向状態か
ら傾斜する液晶セルを採用しており、当該液晶セルをノーマリブラックモード（電圧無印
加時には、黒表示となるモード）で使用している。
【００５８】
　上記構成において、図２に示す走査信号線駆動回路４は、各走査信号線ＧＬ１～ＧＬｍ
へ、例えば、電圧信号など、選択期間か否かを示す信号を出力している。また、走査信号
線駆動回路４は、選択期間を示す信号を出力する走査信号線ＧＬｊを、例えば、制御回路
１２から与えられるクロック信号ＧＣＫやスタートパルス信号ＧＳＰなどのタイミング信
号に基づいて変更している。これにより、各走査信号線ＧＬ１～ＧＬｍは、予め定められ
たタイミングで、順次選択される。
【００５９】
　さらに、データ信号線駆動回路３は、映像信号ＤＡＴとして、時分割で入力される各画
素ＰＩＸ…への映像データＤ…を、所定のタイミングでサンプリングしたりして、それぞ
れ抽出する。さらに、データ信号線駆動回路３は、走査信号線駆動回路４が選択中の走査
信号線ＧＬｊに対応する各画素ＰＩＸ（１，ｊ）～ＰＩＸ（ｎ，ｊ）へ、各データ信号線
ＳＬ１～ＳＬｎを介して、それぞれへの映像データＤ…に応じた出力信号Ｏ…を出力する
。
【００６０】
　なお、データ信号線駆動回路３は、制御回路１２から入力される、クロック信号ＳＣＫ
およびスタートパルス信号ＳＳＰなどのタイミング信号に基づいて、上記サンプリングタ
イミングや出力信号の出力タイミングを決定している。
【００６１】
　一方、各画素ＰＩＸ（１，ｊ）～ＰＩＸ（ｎ，ｊ）は、自らに対応する走査信号線ＧＬ
ｊが選択されている間に、自らに対応するデータ信号線ＳＬ１～ＳＬｎに与えられた出力
信号に応じて、透過率や反射率などを調整して、自らの輝度を決定する。
【００６２】
　ここで、走査信号線駆動回路４は、走査信号線ＧＬ１～ＧＬｍを順次選択している。し
たがって、画素アレイ２の全画素ＰＩＸ（１，１）～ＰＩＸ（ｎ，ｍ）を、それぞれへの
映像データＤが示す輝度に設定でき、画素アレイ２へ表示される画像を更新できる。この
結果、画像表示装置１は、画素アレイ２に表示される画像を、映像信号ＤＡＴに基づいて
、順次変更できる。なお、以下では、説明の便宜上、映像信号源Ｓ０と画素アレイ２との
間に配され、映像信号源Ｓ０からの映像信号に基づいて、画素アレイ２を駆動する部材（
データ信号線駆動回路３、走査信号線駆動回路４、制御回路１２および詳細は後述する信
号処理部２１など）を駆動部１４と称する。
【００６３】
　また、本実施形態に係る画像表示装置１の駆動部１４は、画素アレイ２へ映像を表示す
るための映像データＤに応じた出力信号Ｏを、画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）へ繰り返し出力する
合間に、ブランク期間用の出力信号Ｏを画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）へ出力している。ここで、
上記ブランク期間用の出力信号Ｏは、上記画像表示時の画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）の輝度より
も、ブランク期間における画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）の輝度の方が高くならないように、ある
いは、暗表示用に予め定められた輝度になるように設定されていれば、ＣＲＴ（Ｃａｔｈ
ｏｄｅ－Ｒａｙ　Ｔｕｂｅ）のようなインパルス型発光に近づけることができ、画素アレ
イ２に動画表示する際の画質を向上できるが、本実施形態では、例えば、黒を表示するた
めの値に設定されている。
【００６４】
　なお、以下では、上記画素アレイ２へ映像を表示するための映像データＤに応じた出力
信号Ｏと、ブランク期間用の出力信号Ｏとを区別するために、前者を、映像表示期間用の
出力信号Ｏｄと記載し、後者を符号Ｏｂで参照する。また、映像期間用の出力信号Ｏｄ（
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ｉ，ｊ，ｋ）が画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）へ供給された時点から、当該画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）
に次に供給される出力信号Ｏ（ｉ，ｊ，ｋ＋１）として、ブランク期間用の出力信号Ｏｂ
（ｉ，ｊ，ｋ＋１）が供給される時点までの期間を、映像表示期間Ｔｄと称し、ブランク
期間用の出力信号Ｏｂ（ｉ，ｊ，ｋ＋１）が画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）へ供給された時点から
、当該画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）に次に供給される出力信号Ｏ（ｉ，ｊ，ｋ＋２）として、映
像表示期間用の出力信号Ｏｄ（ｉ，ｊ，ｋ＋２）が供給される時点までの期間を、ブラン
ク期間Ｔｂと称する。
【００６５】
　ここで、画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）の応答速度が遅い場合は、ブランク期間用の出力信号Ｏ
ｂ（ｉ，ｊ，…）として、黒を示す出力信号Ｏｂ（ｉ，ｊ，…）を出力したとしても、図
４に示すように、ブランク期間Ｔｂの終了時における画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）の輝度は、黒
を示す輝度（輝度＝０）に到達することができず、それよりも高い輝度（図４の期間Ｔ１
ではＬ１ｂ、期間Ｔ２ではＬ２ｂ）にしか到達できない。なお、期間Ｔ１は、画素ＰＩＸ
（ｉ，ｊ）への映像データＤ（ｉ，ｊ，…）が、ある輝度を示している期間であり、期間
Ｔ２は、画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）への映像データＤ（ｉ，ｊ，…）が、それよりも高い輝度
を示している期間である。
【００６６】
　ところが、本実施形態に係る画像表示装置１の駆動部１４は、画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）へ
の映像データＤ（ｉ，ｊ，…）が一定の値Ｄ１の場合、画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）の輝度の平
均値が、当該値Ｄ１の示す輝度になるように、映像表示期間用の出力信号Ｏｄ１（ｉ，ｊ
，…）およびブランク期間Ｔｂの出力信号Ｏｂ１（ｉ，ｊ，…）を設定している。
【００６７】
　これにより、画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）の応答速度が遅く、しかも、画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）
を駆動する際に、映像表示期間の合間にブランク期間を設けているにも拘わらず、駆動部
１４は、画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）への映像データＤ（ｉ，ｊ，…）が一定の値Ｄ１の場合、
全体として、上記値Ｄ１に応じた輝度になるように、画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）を制御できる
。
【００６８】
　この結果、ホールド型の画素アレイ２、すなわち、予め定められた期間内であれば、画
素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）へ新たな出力信号Ｏが供給されるまでの間、画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）の
輝度を維持し続けることが可能な画素アレイ２を使用しているにも拘わらず、画素アレイ
２の各画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）の発光状態を、ＣＲＴのようなインパルス型発光に近づける
ことができ、動きボヤケなどの発生を防止できる。この結果、画素アレイ２に動画表示す
る際の画質を向上できる。
【００６９】
　一例として、本実施形態に係る駆動部１４は、図５に示すように、ブランク期間用の出
力信号Ｏｂを、黒を示す値（Ｖ０ＨまたはＶ０Ｌ）に設定している。また、駆動部１４は
、映像データＤがとり得る値、それぞれに対応する出力信号Ｏｄを記憶すると共に、入力
された映像データＤの値に応じて記憶された出力信号Ｏｄ（ｉ，ｊ，…）を出力している
。
【００７０】
　なお、図５において、Ｌ１（ａｖｅ）は、輝度の平均値であり、上記Ｄ１の示す輝度と
一致している。また、輝度Ｌ１ｄは、値Ｄ１に対応する出力信号Ｏｄ１（図５では、Ｖｄ
１ＨまたはＶｄ１Ｌ）の印加によって、画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）が映像表示期間の終了時点
に到達する輝度である。なお、記憶方法としては、例えば、ＬＵＴに、各映像データＤに
対応する出力信号Ｏｄを、映像データＤに対応して記憶する方法であってもよいし、各映
像データＤの代表値に対応する出力信号Ｏｄを、各代表値に対応付けてＬＵＴに記憶する
と共に、代表値の間については、各代表値に対応する出力信号Ｏｄを当該ＬＵＴから読み
出し、それらを補間して、代表値の間の値に対応する出力信号Ｏｄを算出する方法を記憶
する方法であってもよい。さらに、充分な精度で、しかも、充分な速度で算出可能な算出
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式が存在する場合は、その算出方法を記憶してもよい。
【００７１】
　ここで、ホールド型の画素アレイ２における動きボヤケの発生について、さらに詳細に
説明すると、以下の通りである。すなわち、多くの研究者が述べているように、人間の視
覚は、動く観察対象を自動的に追跡（視線追跡）するようになっている。したがって、ホ
ールド型の表示では、ディスプレイ上に固定して表示されている観察対象は、見かけ上、
動きと逆方向に網膜上に写って見えてしまう。この結果、ホールド型の表示の場合は、動
画を表示する際に、ボヤケが生じる虞れがある。
【００７２】
　例えば、以下のような映像、すなわち、白い背景の中で黒い観察対象が、左から右に向
けて、各フレーム期間毎に、４ドットずつ移動するような映像を表示する場合、各フレー
ム期間における、ある水平ラインに位置する各画素の輝度を、縦に並べて記載すると、図
６に示すようになる。
【００７３】
　ここで、図中の矢印は、各フレーム期間にエッジが存在する場所を結んだものであり、
人間の視線は、このエッジの動きを自動的に追いかけるようになる。したがって、１フレ
ーム期間が４フィールド期間で構成されている場合、人間の視線を空間座標の原点として
置き換えると、図６は、図７に示すようになり、各フィールド期間が、フレーム期間の何
番目のフィールド期間であるかによって、いずれの画素がエッジになるかが変化してしま
う。例えば、１番目のフィールド期間（０フィールド期間など）では、人間の視線を原点
としたときのＸ座標が１５である画素がエッジになるのに対して、４番目のフィールド期
間（３フィールド期間など）では、上記Ｘ座標＝１２の画素がエッジになっている。
【００７４】
　したがって、各画素の輝度を、各フィールド期間に渡って平均した値（平均輝度）は、
図７中、最下部に記載しているようになり、エッジ近傍の平均輝度は、白から黒へと一足
飛びに変化するのではなく、段階的に変化してしまう。この結果、エッジの部分にボヤケ
が発生してしまう。なお、図７では、６フレーム期間分の平均輝度を図示しているが、移
動速度が一定であれば、平均値を算出するフレーム期間の数あるいはフィールド期間の数
に拘わらず、平均輝度は、一定になる。
【００７５】
　これに対して、本実施形態に係る駆動部１４のように、ブランク期間を設ける構成（イ
ンパルス駆動する構成）では、図８に示すように、映像表示期間（図の例では、各フレー
ムの１番目のフィールド期間）では、各画素の輝度は、映像を表示するための映像データ
に応じた輝度になるように制御されているが、残余のブランク期間においては、当該輝度
には制御されず、各画素の輝度は、映像表示期間とは異なって、暗く保たれている。なお
、図８でも、図６と同様の矢印を図示している。
【００７６】
　この場合、図７の場合とは異なって、人間の網膜上には、誤った映像（エッジの上記Ｘ
座標の異なる映像）が写らない。したがって、図７と同様に、人間の視線を空間座標の原
点として、図８を置き換えると、図９に示すようになり、図中、最下部に示すように、各
画素の輝度を、各フィールド期間に渡って平均した値（平均輝度）は、エッジ部分（図の
例では、上記Ｘ座標＝１５から１６への部分）で一足飛びに変化する。この結果、図６の
ように表示する場合とは異なって、エッジの部分におけるボヤケの発生を防止できる。
【００７７】
　さらに、本実施形態に係る駆動部１４は、画素ＰＩＸへの映像データＤが、当該画素Ｐ
ＩＸの輝度を増加させるように変化する場合、増加前の映像データＤ１に対応する映像表
示期間用の出力信号Ｏｄ１と、増加後の映像データＤ２に対応する映像表示期間用の出力
信号Ｏｄ２との間に出力されるブランク期間用の出力信号Ｏｂを制御して、当該出力信号
Ｏｂの値を、画素ＰＩＸへの映像データが変化しない場合、すなわち、定常状態の場合に
、ブランク期間用の出力信号Ｏｂとして出力される値（黒）よりも高い輝度を示す値に設
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定している。
【００７８】
　ここで、画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）の応答速度が遅い場合、図４に示すように、駆動部１４
が、ブランク期間Ｔｂ中に、画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）へ黒を示す値を印加しても、ブランク
期間Ｔｂの終了時に画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）が到達可能な輝度は、ブランク期間Ｔｂの開始
時の輝度Ｌｄによって異なり、当該輝度が高くなれば、ブランク期間Ｔｂの終了時の輝度
も高くなる。また、ブランク期間Ｔｂの開始時の輝度Ｌｄは、上述したように、映像デー
タＤ（ｉ，ｊ，…）によって決定される。
【００７９】
　したがって、映像データＤが値Ｄ１である期間Ｔ１において、ブランク期間Ｔｂの終了
時に画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）が到達する輝度Ｌｂ１は、映像データＤが上記値Ｄ１よりも高
い輝度を示す期間Ｔ２において、ブランク期間Ｔｂの終了時に画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）が到
達する輝度Ｌｂ２よりも低くなっている。
【００８０】
　この場合、比較例として、期間Ｔ１からＴ２へと変化する際のブランク期間Ｔｂの開始
時点ｔ１においても、期間Ｔ１中または期間Ｔ２中と同様の値（黒）を、ブランク期間用
の出力信号Ｏｂとして出力したとする。この場合、上記ブランク期間Ｔｂの終了時点ｔ２
における画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）の輝度は、期間Ｔ１と同様の値Ｌｂ１になり、期間Ｔ２の
値Ｌｂ２よりも低くなっている。一方、期間Ｔ２において画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）へ出力さ
れる出力信号Ｏｄ２および出力信号Ｏｂは、画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）の輝度が上記輝度Ｌｄ
２とＬｂ２との間を行き来するように設定されている。
【００８１】
　この結果、上記比較例の構成では、期間Ｔ２の最初の映像表示期間Ｔｄにおいて、画素
ＰＩＸ（ｉ，ｊ）へ上記出力信号Ｏｄ２を出力すると、図１０に示すように、画素ＰＩＸ
（ｉ，ｊ）の応答が不足して、上記輝度Ｌｄ２へ到達することができない。より詳細には
、期間Ｔ２の最初の映像表示期間Ｔｄの終了時点ｔ３において、画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）が
到達する輝度Ｌｄ２ａは、期間Ｔ２の輝度Ｌｄ２よりも低くなってしまう。
【００８２】
　この場合は、画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）が映像信号における輝度の変化の指示に追従できて
いないため、画素アレイ２の各画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）の発光状態をインパルス型発光に近
づけることによる、動画表示時の画質向上効果が打ち消され、動画表示時の画質を充分に
向上させることが難しい。
【００８３】
　これに対して、本実施形態に係る駆動部１４は、期間Ｔ１からＴ２へと変化する際のブ
ランク期間Ｔｂの開始時点ｔ１には、定常状態のブランク期間用の出力信号の値、すなわ
ち、黒を示す値よりも高い輝度を示す出力信号Ｏｂ１２を出力する。
【００８４】
　この結果、図１１に示すように、上記時点ｔ２における輝度は、期間Ｔ１内のブランク
期間Ｔｂの終了時点における輝度Ｌｂ１よりも高い値となり、上記時点ｔ３における輝度
は、上記比較例よりも、所望の値Ｌｄ２に近い値になる。
【００８５】
　特に、本実施形態に係る駆動部１４は、各期間Ｔ１およびＴ２における映像データＤ１
・Ｄ２に基づいて、上記出力信号Ｏｂ１２の値を、以下の値、すなわち、上記黒を示す出
力信号Ｏｂを印加された画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）が期間Ｔ２のブランク期間Ｔｂの終了時点
に到達する輝度Ｌｂ２と上記時点ｔ２における輝度とが一致するような値に設定している
。
【００８６】
　この場合は、図１１に示すように、上記時点ｔ２における輝度は、期間Ｔ２内のブラン
ク期間Ｔｂの終了時点における輝度Ｌｂ２になる。この結果、上記時点ｔ３における輝度
を、所望の値Ｌｄ２に設定できる。
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【００８７】
　したがって、上記比較例の構成とは異なり、上記時点ｔ２における輝度を、映像信号に
おける輝度の変化の指示に追従させることができる。この結果、上記時点ｔ２～ｔ３の期
間における応答不足に起因する画質低下を発生させることなく、インパルス型発光に近づ
けることによって、動画表示時の画質を向上させることができる。
【００８８】
　また、第２の比較例として、時点ｔ２において、画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）への出力信号Ｏ
ｄを増加させることによって、時点ｔ３における画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）の輝度をＬｄ２へ
到達させる構成でも、時点ｔ３における画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）の輝度をＬｄ２へ到達させ
ることができる。
【００８９】
　ただし、この場合には、上記時点ｔ３における出力信号Ｏｄを、期間Ｔ２内の他の映像
表示期間Ｔｄの開始時点よりも、高い輝度を示す値に設定する必要がある。したがって、
確実に輝度を高く設定するためには、他の期間における出力信号Ｏｄの値を、駆動部１４
が設定可能な数値範囲よりも低い数値範囲内の値に設定する必要があり、他の期間（画素
ＰＩＸ（ｉ，ｊ）への映像データＤが変化していない期間）の輝度が低下してしまう。こ
こで、ブランク期間Ｔｂの挿入によっても画素アレイ２の明るさが低下しているので、画
素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）への映像データＤの変化時の応答速度を向上させるためであっても、
さらなる明るさの低下は、余り好ましくない。
【００９０】
　これに対して、本実施形態に係る駆動部１４は、期間Ｔ１からＴ２へと変化する際のブ
ランク期間Ｔｂの開始時点ｔ１において出力する出力信号Ｏｂの値を増加させ、当該ブラ
ンク期間Ｔｂの終了時点ｔ２における輝度を増大させることによって、時点ｔ３における
輝度を所望の値Ｌｄ２に設定している。
【００９１】
　この結果、ブランク期間の挿入によって画素アレイ２の明るさが低下しやすい構成を採
用しているにも拘わらず、上記第２の比較例とは異なり、それ以上、画素アレイ２の明る
さを損ねることがなく、画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）の応答速度を向上できる。
【００９２】
　ここで、各映像表示期間Ｔｄに画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）へ表示すべき輝度が変化するとき
に、その間に挿入されるブランク期間Ｔｂの出力信号Ｏｂの値を、上述したように制御で
きれば、データ信号線駆動回路３が、自らに入力される映像信号に基づいて、出力信号を
制御してもよいが、以下では、一例として、映像信号源Ｓ０と制御回路１２との間に配さ
れた信号処理部２１が、制御回路１２へ入力する映像信号を制御することによって、ブラ
ンク期間用の出力信号Ｏｂを制御する構成について説明する。
【００９３】
　具体的には、上記信号処理部２１は、映像信号源Ｓ０からの映像信号ＤＡＴに、ブラン
ク期間用の映像データＤを埋め込んで、映像信号ＤＡＴ２を生成し、当該映像信号ＤＡＴ
２を制御回路１２へ出力している。
【００９４】
　映像信号ＤＡＴには、ある画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）への映像データＤとして、Ｄｄ（ｉ，
ｊ，ｋ）、Ｄｄ（ｉ，ｊ，ｋ＋２）、Ｄｄ（ｉ，ｊ，ｋ＋４）、…が含まれており、上記
信号処理部２１は、当該映像データＤｄ（ｉ，ｊ，ｋ）、Ｄｄ（ｉ，ｊ，ｋ＋２）、Ｄｄ
（ｉ，ｊ，ｋ＋４）、…の合間に、ブランク期間Ｔｂ用の映像データＤｂ（ｉ，ｊ，ｋ＋
１）、Ｄｂ（ｉ，ｊ，ｋ＋３）、Ｄｂ（ｉ，ｊ，ｋ＋５）、…を挿入し、これらの映像デ
ータＤｄ（ｉ，ｊ，ｋ）、Ｄｂ（ｉ，ｊ，ｋ＋１）、Ｄｄ（ｉ，ｊ，ｋ＋２）、Ｄｂ（ｉ
，ｊ，ｋ＋３）、Ｄｄ（ｉ，ｊ，ｋ＋４）、Ｄｂ（ｉ，ｊ，ｋ＋５）、…を含む映像信号
ＤＡＴ２を生成する。なお、映像表示期間用かブランク期間用かを区別しない場合は、各
映像データをＤ（ｉ，ｊ，…）として参照する。
【００９５】
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　一方、制御回路１２は、映像信号ＤＡＴ２から、各映像データＤ（ｉ，ｊ，…）を抽出
し、上述したように、データ信号線駆動回路３および走査信号線駆動回路４を制御して、
画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）へ、上記映像データＤｄ（ｉ，ｊ，ｋ）、Ｄｂ（ｉ，ｊ，ｋ＋１）
、Ｄｄ（ｉ，ｊ，ｋ＋２）、…にそれぞれ対応する出力信号Ｏｄ（ｉ，ｊ，ｋ）、Ｏｂ（
ｉ，ｊ，ｋ＋１）、Ｏｄ（ｉ，ｊ，ｋ＋２）、…を順次印加させる。
【００９６】
　ここで、映像信号源Ｓ０から信号処理部２１へ与えられる映像信号ＤＡＴは、フレーム
単位（画面全体単位）で伝送されていてもよいし、１フレームを複数のフィールドに分割
すると共に、当該フィールド単位で伝送されていてもよいが、一例として、本実施形態に
係る映像信号ＤＡＴは、フィールド単位で伝送されている。
【００９７】
　すなわち、本実施形態において、映像信号源Ｓ０から信号処理部２１へ与えられる映像
信号ＤＡＴは、１フレームを複数のフィールド（例えば、２フィールド）に分割すると共
に、当該フィールド単位で伝送されている。
【００９８】
　より詳細には、映像信号源Ｓ０は、映像信号線ＶＬを介して、画像表示装置１の信号処
理部２１に映像信号ＤＡＴを伝送する際、あるフィールド用の映像データを全て伝送した
後に、次のフィールド用の映像データを伝送するなどして、各フィールド用の映像データ
を時分割伝送している。
【００９９】
　また、上記フィールドは、複数の水平ラインから構成されており、上記映像信号線ＶＬ
では、例えば、あるフィールドにおいて、ある水平ライン用の映像データ全てが伝送され
た後に、次に伝送する水平ライン用の映像データを伝送するなどして、各水平ライン用の
映像データが時分割伝送されている。
【０１００】
　なお、本実施形態では、２フィールドから１フレームを構成しており、偶数フィールド
では、１フレームを構成する各水平ラインのうち、偶数行目の水平ラインの映像データが
伝送される。また、奇数フィールドでは、奇数行目の水平ラインの映像データが伝送され
る。さらに、上記映像信号源Ｓ０は、１水平ライン分の映像データを伝送する際も上記映
像信号線ＶＬを時分割駆動しており、予め定められた順番で、各映像データが順次伝送さ
れる。
【０１０１】
　一方、信号処理部２１は、図１に示すように、映像信号ＤＡＴから、各画素ＰＩＸ（ｉ
，ｊ）への映像データ（入力階調データ）を抽出し、映像表示期間用の映像データ（映像
表示期間用の階調データ）Ｄｄとして出力する映像表示期間用生成回路（生成手段）３１
と、各画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）へのブランク期間用の映像データ（ブランク期間用の階調デ
ータ）Ｄｂを生成するブランク期間用生成回路（ブランキング制御手段）３２と、映像表
示期間用生成回路３１によって生成された映像データＤｄの合間に、ブランク期間用生成
回路３２によって生成された映像データＤｂを挿入し、挿入後の各映像データＤを、制御
回路１２へ出力する出力回路３３とを備えている。
【０１０２】
　ここで、制御回路１２へ各映像データＤを出力する順番は、ある画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）
への映像表示期間用の各映像データＤｄの合間に、当該画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）へのブラン
ク期間用の映像データＤｂが挿入されていれば、どのような順番であってもよいが、本実
施形態に係る出力回路３３は、以下のような順番で、映像信号ＤＡＴ２内の各映像データ
Ｄを伝送している。
【０１０３】
　すなわち、本実施形態に係る出力回路３３は、映像信号線ＶＬ２を介して、画像表示装
置１の制御回路１２に映像信号ＤＡＴ２を伝送する際、あるフレームの映像表示用および
ブランク期間用の映像データを全て伝送した後に、次のフレームの映像表示用およびブラ
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ンク期間用の映像データを伝送するなどして、各フレーム用の映像データを時分割伝送し
ている。
【０１０４】
　また、上記出力回路３３は、上記フレームの映像データを伝送する際、映像表示期間用
の映像データからなるサブフレームと、ブランク期間用の映像データからなるサブフレー
ムとに分け、各サブフレーム用の映像データを時分割伝送している。さらに、出力回路３
３は、各サブフレーム用の映像データを、水平ライン毎に時分割伝送し、各水平ライン用
の映像データを、当該水平ラインに含まれる画素の映像データ毎に時分割伝送している。
【０１０５】
　なお、いずれのサブフレームを先に伝送してもよいが、本実施形態に係る出力回路３３
は、映像表示期間用のサブフレームを構成する映像データを全て伝送した後に、ブランク
期間用のサブフレームを構成する映像データを伝送している。
【０１０６】
　一方、上記ブランク期間用生成回路３２は、各画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）への映像データＤ
（ｉ，ｊ，ｋ）を後述の生成回路４３が必要としている間、記憶可能なフレームメモリ４
１と、上記映像表示期間用生成回路３１から出力される現フレームＦＲ（ｋ）の映像デー
タＤを上記フレームメモリ４１へ書き込むと共に、当該フレームメモリ４１から前フレー
ムＦＲ（ｋ－２）の映像データＤを読み出し、前フレーム映像信号ＤＡＴ０として出力す
るメモリ制御回路４２と、上記メモリ制御回路４２から出力される前フレームＦＲ（ｋ－
２）の映像データＤ、および、現フレームＦＲ（ｋ）の映像データＤのうち、互いに同じ
画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）への映像表示期間用の映像データ同士（Ｄ（ｉ，ｊ，ｋ）およびＤ
（ｉ，ｊ，ｋ－２））に基づいて、両映像表示期間用の映像データの合間に挿入される、
ブランク期間Ｔｂ（ｋ－１）の映像データＤｂ（ｉ，ｊ，ｋ－１）を生成する生成回路４
３とを備えている。
【０１０７】
　本実施形態では、上述したように、映像データ表示用の映像データＤｄ（ｉ，ｊ，ｋ－
２）を伝送した後に、ブランク期間用の映像データＤｂ（ｉ，ｊ，ｋ－１）を伝送してお
り、当該映像データＤｂ（ｉ，ｊ，ｋ－１）は、上記映像データＤｄ（ｉ，ｊ，ｋ－２）
と、当該映像データＤ（ｉ，ｊ，ｋ－２）の次の映像表示器間用の映像データＤ（ｉ，ｊ
，ｋ）とに応じて決定される。
【０１０８】
　したがって、本実施形態に係る出力回路３３は、フレームメモリ４１から出力される前
回の映像データＤ（ｉ，ｊ，ｋ－２）を出力した後に、ブランク期間用生成回路３２から
出力される映像データＤｂ（ｉ，ｊ，ｋ－１）を出力するように構成されており、上記フ
レームメモリ４１の記憶容量は、生成回路４３がフレームメモリ４１から出力される前回
の映像データＤ（ｉ，ｊ，ｋ－２）および今回の映像データＤ（ｉ，ｊ，ｋ）に応じて、
ブランク期間用の映像データＤｂ（ｉ，ｊ，ｋ－１）を生成し、出力回路３３へ出力する
までの間、前回の映像データＤ（ｉ，ｊ，ｋ－２）を保持できるように設定されている。
【０１０９】
　上記生成回路４３は、例えば、図１２に示すように、前回の映像データＤ（ｉ，ｊ，ｋ
－２）と、今回の映像データＤ（ｉ，ｊ，ｋ）との組み合わせ、それぞれについて、当該
組み合わせの映像データがブランク期間用生成回路３２に入力された場合にブランク期間
用生成回路３２が出力すべきブランク期間用の映像データＤｂを示すデータが記憶された
ＬＵＴ（Ｌｏｏｋ　Ｕｐ　Ｔａｂｌｅ）５１（記録手段）を備えている。
【０１１０】
　さらに、本実施形態では、ＬＵＴ５１に必要な記憶容量を削減するために、上記ＬＵＴ
５１が記憶しているデータは、両映像データが取り得る値の組み合わせを全て記憶するの
ではなく、予め定められた組み合わせに対応するデータに制限されており、上記生成回路
４３には、上記ＬＵＴ５１に記憶された各組み合わせに対応するデータを補間して、実際
に入力された映像データの組み合わせに対応するデータを算出して、算出結果を出力する
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演算回路５２（算出手段）が設けられている。
【０１１１】
　なお、本実施形態に係るブランク期間用生成回路３２は、互いに同じ画素ＰＩＸ（ｉ，
ｊ）への映像表示期間用の映像データが変化しない場合、黒を示す映像データＤｂを出力
している。したがって、図１２に示すＬＵＴ５１では、互いに同じ画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）
への映像表示期間用の映像データが変化しない箇所のデータ（互いに同じ映像データの組
み合わせに対応して記憶されたデータ）が、黒を示す値（０）に設定されている。
【０１１２】
　ここで、上記各組み合わせの映像データがブランク期間用生成回路３２に入力された場
合に、ブランク期間用生成回路３２が出力すべき映像データＤｄは、以下のような値であ
る。
【０１１３】
　すなわち、上記各組み合わせに対応する映像データＤｂは、各組み合わせを構成する映
像データが互いに同じ値の場合、黒を示す値（０）に設定されている。また、前回の映像
データから今回の映像データへの輝度の変化が輝度の増加を示す組み合わせの場合は、当
該組み合わせに対応して、上記黒を示す値よりも高い輝度を示す値α１…に設定されてい
る。なお、本実施形態では、上記組み合わせが輝度の減少を示す組み合わせの場合、当該
組み合わせに対応して、黒を示す値（０）が格納されている。
【０１１４】
　輝度の増加を示す組み合わせの場合について、さらに詳細に説明すると、映像表示期間
Ｔｄ１には、ある値の映像データＤｄ１に対応する出力信号Ｏｄ１を出力し、ブランク期
間Ｔｂには、黒を示す出力信号Ｏｂを出力するという動作を繰り返している状態を、第１
の定常状態とする。また、映像表示期間Ｔｄ２には、上記値Ｄｄ１よりも高い輝度を示す
映像データＤｄ２に対応する出力信号Ｏｄ２を出力し、ブランク期間Ｔｂには、黒をす出
力信号Ｏｂを出力するという動作を繰り返している状態を、第２の定常状態とし、当該第
２の定常状態の各ブランク期間Ｔｂの終了時点において、画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）が到達し
ている輝度をＬｂ２とする。さらに、上記映像データＤｄ１・Ｄｄ２の組み合わせに対応
する映像データＤｂは、第１の定常状態における映像表示期間Ｔｄ１の次のブランク期間
Ｔｂに当該映像データＤｂに対応する出力信号Ｏｂを画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）へ印加したと
きに、当該ブランク期間Ｔｂの終了時点で、当該画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）が上記輝度Ｌｂ２
に到達できる値に設定されている。
【０１１５】
　なお、上記各組み合わせに対応する映像データＤｂは、例えば、以下のようにして決定
できる。すなわち、各組み合わせを構成する現フレームＦＲ（ｋ）の映像データＤｄ２に
ついて、当該映像データＤｄ２に対応する出力信号Ｏｄ２と、上記黒を示す出力信号Ｏｂ
とを、画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）に繰り返し印加して、ブランク期間Ｔｂの終了時の輝度Ｌ２
ｂを測定する。一方、各組み合わせを構成する前フレームＦＲ（ｋ－２）の映像データＤ
ｄ１について、当該映像データＤｄ２に対応する出力信号Ｏｄ２と、上記黒を示す出力信
号Ｏｂとを、画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）に繰り返し印加している第１の定常状態から、次のブ
ランク期間Ｔｂに印加する出力信号Ｏｂを変更しながら、当該ブランク期間Ｔｂの終了時
点における輝度を測定する。さらに、これら各出力信号Ｏｂ毎に測定された輝度の中から
、上記輝度Ｌ２ｂに一致するものを探し出し、その輝度を測定したときに、印加された出
力信号Ｏｂに対応する映像データＤｂを、上記映像データＤｄ１およびＤｄ２に対応する
映像データとして決定する。
【０１１６】
　上記構成において、図４に示す期間Ｔ１のように、ある画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）が映像表
示期間Ｔｄ中に表示すべき映像データＤｄ１が一定の場合、例えば、図１２に示すように
、ＬＵＴ５１には、互いに同じ値の組み合わせ（Ｄｄ１・Ｄｄ１）に対応する出力値とし
て、０が記憶されているので、ブランク期間用生成回路３２は、０を示す映像データＤｂ
を出力する。この場合、映像表示期間用生成回路３１からは、一定の値の映像データＤｄ
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１が出力されているので、出力回路３３は、ある画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）への映像データＤ
として、映像データＤｄ１と０を示す映像データＤｂとを繰り返し出力する。この結果、
図２に示すデータ信号線駆動回路３は、上記画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）へ、映像データＤｄ１
に対応する出力信号Ｏｄ１を出力する動作と、黒を示す出力信号Ｏｂを出力する動作とを
繰り返し、当該画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）の輝度は、図４に示す期間Ｔ１のように、輝度Ｌｂ
１と輝度Ｌｄ１との間を行き来する。
【０１１７】
　この状態で、上記画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）へ映像表示期間Ｔｄ中に表示すべき映像データ
がＤｄ１から、Ｄ２ｄへと変化すると、例えば、図１２に示すように、ＬＵＴ５１には、
輝度が増加する組み合わせに対応する出力値として、互いに同じ値の組み合わせに対応す
る出力値よりも高い輝度を示す値が格納されているので、ブランク期間用生成回路３２は
、０よりも高い輝度を示す映像データＤｂ１２を出力する。
【０１１８】
　これにより、出力回路３３は、上記画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）へ映像データＤとして、映像
データＤｄ１（ｉ，ｊ，ｋ－２）、映像データＤｂ１２（ｉ，ｊ，ｋ－１）および映像デ
ータＤｄ２（ｉ，ｊ，ｋ）を順次出力し、上記データ信号線駆動回路３は、上記画素ＰＩ
Ｘ（ｉ，ｊ）へ、ある映像表示期間Ｔｄ（ｋ－２）に映像データＤｄ１（ｉ，ｊ，ｋ－２
）に対応する出力信号Ｏｄ１（ｉ，ｊ，ｋ－２）を出力した後、続くブランク期間Ｔｂ（
ｋ－１）に、映像データＤｂ１２（ｉ，ｊ，ｋ－１）に対応する出力信号Ｏｂ１２（ｉ，
ｊ，ｋ－１）を出力し、さらに、当該ブランク期間Ｔｂ（ｋ－１）に続く映像表示期間Ｔ
ｄ（ｋ）に、映像データＤｄ２（ｉ，ｊ，ｋ）に対応する出力信号Ｏｄ２（ｉ，ｊ，ｋ）
を出力する。
【０１１９】
　このように、映像表示期間Ｔｄ中に表示すべき映像データが、輝度を増加させるように
変化する場合、信号処理部２１は、ブランク期間用の映像データとして挿入する映像デー
タＤｂを定常状態のときよりも増加させることによって、変化前の映像データを表示する
映像表示期間Ｔｄ（ｋ－２）と、変化後の映像データを表示する映像表示期間Ｔｄ（ｋ）
との間に挿入されるブランク期間Ｔｂ（ｋ－１）において、画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）へ出力
される出力信号Ｏｂ（ｉ，ｊ，ｋ－１）の値を、定常状態のときよりも、高い輝度を示す
ように変更する。
【０１２０】
　これにより、定常状態のときと同じ輝度を示す出力信号が画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）へ印加
される場合とは異なって、次の映像表示期間Ｔｄ（ｋ）における画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）の
応答不足が発生しない。したがって、応答不足に起因する画質低下を発生させることなく
、インパルス型発光に近づけることによって、動画表示時の画質を向上させることができ
る。
【０１２１】
　ところで、上記では、一例として、各フレーム期間において、映像表示期間用の後にブ
ランク期間を設ける構成について説明したが、映像表示期間の前にブランク期間を設けて
もよい。この場合は、上記フレームメモリ４１に必要な記憶容量をさらに削減できる。
【０１２２】
　〔第２の実施形態〕
　ところで、上記では、ブランク期間用生成回路が、定常状態のブランク期間用の映像デ
ータＤｂとして、黒を示す値（０）を出力する場合を例にして説明したが、本実施形態で
は、垂直配向モードの液晶セルをノーマリブラックモードで使用している場合に、特に好
適な構成として、黒よりも輝度が高く、しかも、充分に暗い輝度を示す値として、予め定
められた値を出力する構成について説明する。
【０１２３】
　具体的には、本実施形態に係る信号処理部２１ａは、図１に示すように、第１の実施形
態に係る信号処理部２１と略同様の構成であるが、ブランク期間用生成回路３２に代えて
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設けられたブランク期間用生成回路３２ａが、定常状態のブランク期間用の映像データＤ
ｂとして、黒よりも高い輝度を示し、しかも、充分に暗い輝度を示す値として、予め定め
られた値を出力するように構成されている。
【０１２４】
　ここで、上記充分に暗い輝度とは、ブランク期間Ｔｂにおいて画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）の
輝度を当該輝度に設定したとしても、表示上、問題となる程の黒浮き（コントラスト低下
）が発生せず、しかも、インパルス効果の低下が問題にならない（動画ボヤケ等に起因す
る画質劣化を充分に抑制可能な）輝度であって、例えば、白を示す輝度の１％以下の輝度
を示す値が好適に使用される。また、当該輝度に対応する映像データＤｂは、例えば、映
像データＤが８ビットで表現され、当該映像データＤのガンマ値が２．２の場合、３２階
調以下の値になる。
【０１２５】
　より詳細に説明すると、通常、テレビ映像の絵作りにおいて、コントラストは、大きけ
れば大きい程、好ましいが、コントラストが２５０程度あれば、視認上問題とならないと
言われている。ここで、例えば、垂直配向モードの液晶セルをノーマリブラックモードで
駆動する場合、階調遷移を強調する作業が行われない定常モードでは、一般に、黒→灰（
１％）の応答に比較して、灰（１％）→黒の応答の方が遙かに速い。したがって、黒と灰
（１％）との間を繰り返し遷移した場合の平均黒輝度は、中間の０．５％よりも遙かに黒
輝度に近くなる。ここで、当該モードにおける黒輝度は、一般に、白輝度の０．１％（大
きくても０．２％）程度に設定される。したがって、平均黒輝度が、略０．２％（大きく
ても０．３５％）程度になることを期待できる。この結果、ブランク期間の輝度を、白を
示す輝度の１％以下に設定すれば、上述したコントラストを充分に達成でき、コントラス
トを、視認上問題にならないレベルに維持できる。なお、この応答の関係は、液晶の応答
速度が大きく低下する低温時などでも変わらない。したがって、環境の変化に拘わらず、
一定の値（例えば３２階調）を、そのまま使用できる。
【０１２６】
　また、ブランク期間用生成回路３２ａには、例えば、当該値Ｄｂｃを出力するために、
ＬＵＴ５１に代えて、図１３に示すＬＵＴ５１ａが設けられている。当該ＬＵＴ５１ａで
は、ＬＵＴ５１において、０が格納されていた箇所に、上記値Ｄｂｃが格納されており、
ブランク期間用生成回路３２ａは、上記ブランク期間用生成回路３２が０を出力する状況
の場合、黒を示す値（０）に代えて、上記値Ｄｂｃを出力することができる。
【０１２７】
　ここで、本実施形態のように、画素アレイ２として、垂直配向モードの液晶セルをノー
マリブラックモードで使用している場合、階調が大きくなる方向へ階調遷移する際（ライ
ズの階調遷移）、液晶分子は、画素電極へ印加される電圧によって形成される傾斜電界に
よって、液晶セルの基板に平行な方向から傾斜する方向に傾斜される。一方、階調が小さ
くなる方向へ階調遷移する際（ディケイの階調遷移）の場合は、基板に形成された垂直配
向膜による垂直方向への規制力によって、液晶分子を垂直方向に復帰させている。この結
果、上記液晶セルを使用した場合は、ライズ方向の階調遷移は、倒れる方位（配向方向の
基板面内成分）が既に決定している中間調からのスタートに対し、倒れる方位が決定して
いない０スタート応答が極端に遅くなりやすい。
【０１２８】
　したがって、第１の実施形態のように、ブランク期間用の映像データＤｂとして、０（
黒）を出力し、当該ブランク期間Ｔｂの終了時点で、画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）の配向状態が
、黒の状態、すなわち、液晶分子が垂直に配向している状態へと到達していると、次の映
像表示期間Ｔｄにおけるライズ方向の階調遷移が、黒以外の配向状態（中間調の状態）か
らの階調遷移に比べて、大幅に遅くなり、当該映像表示期間Ｔｄにおける画素ＰＩＸ（ｉ
，ｊ）の応答速度が大幅に不足する虞れがある。
【０１２９】
　これに対して、本実施形態では、ブランク期間用生成回路３２ａが、黒よりも輝度が高
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く、しかも、充分に暗い輝度を示す値として、予め定められた値を、ブランク期間用の映
像データＤｂとして出力することによって、ブランク期間用生成回路３２ａを含む駆動部
１４ａが画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）へ、定常状態のブランク期間用の出力信号Ｏｂとして、黒
よりも輝度が高く、しかも、充分に暗い輝度を示す値として、予め定められた値の出力信
号を印加している。
【０１３０】
　したがって、ブランク期間Ｔｂにおいて、画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）が充分高速に応答し、
ブランク期間Ｔｂの終了時点において、ブランク期間用の映像データＤｂの示す輝度に到
達したとしても、当該輝度は、黒ではないので、次の映像表示期間Ｔｄにおける画素ＰＩ
Ｘ（ｉ，ｊ）の応答速度低下は発生しない。
【０１３１】
　より詳細には、上記駆動部１４ａが画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）を駆動する構成では、ブラン
ク期間Ｔｂにおいて、画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）が充分高速に応答したとしても、ブランク期
間Ｔｂの終了時点における液晶の配向状態は、コントラストを損なわない範囲で、既に、
ある程度、傾斜している状態である。ここで、黒表示の状態から、液晶に電圧が印加され
る場合、各液晶分子は、略垂直に配向している状態から、印加される電界や、周囲の液晶
分子の状態、あるいは、液晶に接触している部材（電極など）の形状などによって、倒れ
る方位と、傾斜角（基板の法線方向からの角度）との双方を決定する必要がある。これに
対して、黒表示以外の状態では、液晶分子の倒れる方位が既に決定されているため、各液
晶分子は、印加される電圧に応じて、傾斜角を決定するだけでよい。言い換えると、黒表
示以外の状態では、黒表示の状態、すなわち、液晶分子が倒れる方位が制御されていない
状態とは異なり、液晶分子の倒れる方位が充分に制御されている。したがって、黒表示さ
せる構成と比較して、液晶分子の応答を制御しやすい。この結果、画素アレイ２としての
液晶パネルの温度低下、データ信号線駆動回路３の耐圧の制限などに対処しやすく、これ
らに対して、より柔軟に対応できる。
【０１３２】
　なお、本実施形態では、画素アレイ２の各画素ＰＩＸの輝度を、ブランク期間中に、黒
ではなく、暗表示用に予め定められた輝度に制御しているため、映像表示期間Ｔｄに画素
へ表示すべき輝度が当該暗表示用の輝度に近い場合には、ブランク表示期間Ｔｂにおける
当該画素の輝度を、映像表示期間Ｔｄにおける当該画素の輝度から大きく低下させること
ができず、映像表示期間Ｔｄの輝度よりも高くなることさえ、あり得る。
【０１３３】
　ただし、図７～図９を参照しながら上述したように、動きボヤケが発生する原因は、比
較的明るい領域と暗い領域との位置関係が変化するときに、明るい領域が暗い領域に混ざ
って中間的な領域（ボヤケ）ができることである。したがって、上記暗表示用の輝度に近
い階調（例えば、白の輝度の１％以下の輝度；３２階調以下程度など）の映像（あるいは
領域）を表示する場合には、動きボヤケが殆ど発生せず、発生したとしても、視認するこ
とが難しい。
【０１３４】
　一方、上記暗表示用の輝度と比較して充分に明るい映像（あるいは領域）を表示する場
合には、ブランク表示期間Ｔｂにおける当該画素の輝度を、映像表示期間Ｔｄにおける当
該画素の輝度から大きく低下させることができるので、動きボヤケの発生を抑制できる。
【０１３５】
　この結果、本実施形態のように、ブランク期間中に、暗表示用の輝度となるように画素
の輝度を制御したとしても、何ら支障なく、動きボヤケなどに起因する画質劣化を抑制で
きる。
【０１３６】
　なお、以下では、一例として、画素アレイ２がノーマリーブラックであり、ガンマ値を
２．２に合わせる場合の階調電圧の設定方法について簡単に説明する。なお、以下では、
説明の簡略化のため、映像データが８ビット（０～２５５階調）であり、階調電圧を、３
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２階調刻みに設定できる場合を例にして説明する。
【０１３７】
　まず、第１に、画素アレイ２の最大輝度、最大コントラストを利用するために、黒電圧
（Ｖ０）を最小電圧に，白電圧（Ｖ２５５）を最大電圧に設定する。
【０１３８】
　次に、ブランク期間用の映像データＤｂ（ブランキング期間の階調設定のルール）を決
定する。さらに、ブランク期間用の映像データと白とを交互に表示したときの輝度（白輝
度）と、映像表示期間Ｔｄもブランク期間Ｔｂも、ブランク期間用の映像データＤｂを表
示したときの輝度とが、所望のガンマ特性を持つように、ブランク期間Ｔｂ時に画素ＰＩ
Ｘへ印加される電圧（ブランキング電圧）を決定する。
【０１３９】
　一例として、ブランク期間用の映像データＤｂが３２階調であり、その場合に画素ＰＩ
Ｘへ印加される電圧をＶ３２、白表示時に画素ＰＩＸへ印加される電圧をＶ２５５とし、
Ｖ２５５，Ｖ３２，Ｖ２５５，Ｖ３２，…と駆動したときの輝度をＬ２５５、Ｖ３２、Ｖ
３２、Ｖ３２、…と駆動したときの輝度をＬ３２とすると、Ｌ２５５／Ｌ３２＝（２５５
／３２）＾２．２≒９６．２となるように、ブランキング電圧Ｖ３２を調整する。
【０１４０】
　さらに、上記で決定したブランキング電圧（Ｖ３２）を用いながら、映像表示期間用の
映像データＤｄが任意の階調ｘを示しているときに、画素ＰＩＸに印加される電圧Ｖｘと
ブランキング電圧とを交互に印加した時の輝度Ｌｘと、上記Ｌ３２と、Ｌ２５５との比率
から所望のγを実現するＶｘを決定する。
【０１４１】
　次に、以上のように決定された各階調電圧に基づいて、階調遷移が発生した場合のブラ
ンク期間用の映像データＤｂを決定し、上記ＬＵＴ（５１ａ）に記憶する。
【０１４２】
　具体的には、定常状態において、階調Ｘを表示しているとき（映像表示期間Ｔｄに階調
Ｘに対応する階調電圧Ｖｘを印加し、ブランク期間Ｔｂにブランキング電圧を印加してい
るとき）のブランク期間Ｔｂの最終輝度を測定し、当該輝度をＴＤｘとする。同様に、映
像表示期間Ｔｄに階調Ｘを表示しているときのブランク期間Ｔｂの最終輝度を測定し、当
該輝度をＴＣｘとする。なお、これらの輝度の測定は、各映像表示期間用の映像データと
、ブランク期間用の映像データとの組み合わせ毎に行われ、測定結果は、例えば、オシロ
スコープの波形などとして記録される。
【０１４３】
　さらに、階調遷移が発生したときの輝度ＴＤｘおよびＴＣｘも測定し、それらの測定結
果に基づいて、階調遷移が発生したときに出力すべきブランク期間用の映像データＤｂを
決定する。
【０１４４】
　一例として、この場合、例えば、入力階調データが３２階調から２５５階調に変化する
とき、定常状態では、ＴＤ３２＜ＴＤ２５５であり、ＴＣ３２＜ＴＣ２５５である。した
がって、ＴＤ３２をＴＤ２５５に変化させるためのブランク階調は、３２階調のときのブ
ランク階調と２５５階調の時のブランク階調の間に必ず存在する。
【０１４５】
　したがって、階調遷移が発生した場合の輝度変化を、例えば、フォトダイオードとオシ
ロスコープとなどによって測定し、測定結果を記録すると共に、階調遷移が発生した場合
の波形と上記定常状態の波形とを比較し、例えば、上記組み合わせ毎に記録された波形の
中から、映像表示期間用の映像データＴｄの示す階調が階調遷移の前の階調と同じで、し
かも、ブランク期間用の映像データＤｂによって到達する輝度ＴＤｘが、階調遷移の発生
した場合の輝度ＴＤｘに最も近くなるような組み合わせを選択し、その組み合わせを構成
するブランク期間用の映像データＤｂを選択するなどして、階調遷移が発生した場合に出
力すべきブランク期間用の映像データＤｂを決定できる。なお、ディケイ遷移の一部につ
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いては、通常補正階調＝０（補正なし）としておいてよい。
【０１４６】
　〔第３の実施形態〕
　ところで、上記第１および第２の実施形態では、信号処理部２１（２１ａ）が定常状態
のブランク期間用の映像データＤｂとして出力する値が、映像表示期間用の映像データＤ
ｄの値に拘わらず、一定である場合について説明した。これに対して、本実施形態では、
映像表示期間用の映像データＤｄの値に応じて、定常状態のブランク期間用の映像データ
Ｄｄの値を変更する構成について説明する。
【０１４７】
　具体的には、本実施形態に係る信号処理部２１ｂは、図１に示す信号処理部２１と略同
様の構成であるが、ブランク期間用生成回路３２に代えて、図１４に示すブランク期間用
生成回路３２ｂが設けられている点で異なっている。
【０１４８】
　当該ブランク期間用生成回路３２ｂには、ブランク期間用生成回路３２の構成に加えて
、上記メモリ制御回路４２から出力される前フレームＦＲ（ｋ－２）の映像データＤ、お
よび、現フレームＦＲ（ｋ）の映像データＤのうち、互いに同じ画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）へ
の映像表示期間用の映像データ同士（Ｄ（ｉ，ｊ，ｋ）およびＤ（ｉ，ｊ，ｋ－２））に
基づいて、定常状態か否かを判定する判定回路４４（判定手段）と、上記メモリ制御回路
４２から出力される現フレームＦＲ（ｋ）の映像データＤ（ｉ，ｊ，ｋ）に基づいて、定
常状態の場合のブランク期間用の映像データＤｂを生成する定常状態用生成回路４５（定
常状態生成手段）と、上記判定回路４４の判定結果に基づいて、生成回路４３（ブランク
生成手段）の出力および定常状態用生成回路４５の出力の一方を選択して出力する出力回
路４６（出力手段）とを備えている。これにより、定常状態の場合は、定常状態用生成回
路４５の生成した映像データＤｂを出力すると共に、映像表示期間用の映像データが変化
する場合は、生成回路４３の生成する映像データＤｂを出力できる。
【０１４９】
　なお、以下では、定常状態用生成回路４５が、現フレームＦＲ（ｋ）の映像データＤ（
ｉ，ｊ，ｋ）に基づいて、ブランク期間用の映像データＤｂを生成する構成を例にして説
明するが、定常状態用生成回路４５の出力が出力されるのは、定常状態、すなわち、現フ
レームＦＲ（ｋ）の映像データＤ（ｉ，ｊ，ｋ）と、前フレームＦＲ（ｋ－２）の映像デ
ータＤ（ｉ，ｊ，ｋ－２）とが等しい状態のときなので、定常状態用生成回路４５は、現
フレームＦＲ（ｋ）の映像データＤ（ｉ，ｊ，ｋ）に代えて、前フレームＦＲ（ｋ－２）
の映像データＤ（ｉ，ｊ，ｋ－２）に基づいて、映像データＤｂを生成しても同様の効果
が得られる。
【０１５０】
　本実施形態に係る定常状態用生成回路４５は、現フレームＦＲ（ｋ）の映像データＤ（
ｉ，ｊ，ｋ）に、充分に輝度差がある値として、予め定められている定数をかけた値とし
て、定常状態の場合のブランク期間用の映像データＤｂを生成している。
【０１５１】
　ここで、ブランク期間用の映像データＤｂの示す輝度が低くなればなる程、ＣＲＴのよ
うなインパルス型発光に近づけることができ、画素アレイ２に動画表示する際の画質をよ
り向上できる。一方、ブランク期間用の映像データＤｂの示す輝度が低くなればなる程、
画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）の輝度の平均値が低くなるので、画素アレイ２の明るさが低くなっ
てしまう。したがって、上記定数としては、動画表示時の画質を充分に向上可能で、しか
も、画素アレイ２の明るさを充分に維持可能なような値に設定することが望まれる。
【０１５２】
　具体的には、ブランク期間Ｔｂを設けるインパルス駆動の場合、理想的には、動画表示
時の画質を向上するために、ブランク期間Ｔｂが充分に長く、しかも、ブランク期間Ｔｂ
における輝度が０である方が望ましい。ただし、画素が液晶の場合のように、画素の応答
速度が遅い場合には、動画表示時の画質の向上と、画素アレイ２の明るさの向上との双方
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を完全に満たすことは難しい。したがって、このような場合には、ブランク期間Ｔｂにお
いて、間違った映像が認識されないように、ブランク期間Ｔｂにおける各画素の輝度を設
定することが望ましい。
【０１５３】
　ここで、映像表示期間Ｔｄの輝度に対する、ブランク期間Ｔｂの輝度の比率を変更しな
がら、画素アレイ２に映像を表示させ、各比率において表示された映像の動画ボヤケを複
数の使用者に主観評価させた結果、上記輝度の比率が１／２以下であれば、実用上許容で
きる程度に明確に動画ボヤケのレベルが改善されていることが判明した。また、輝度の比
率で、１／４以下（特に１／５以下）であれば、さらに明確に動画ボヤケのレベルが改善
され、充分に動画表示時の画質改善効果が得られることが判明した。
【０１５４】
　なお、液晶は、応答速度がＣＲＴよりも遅いため、画素の輝度は、図１５に示すように
、波状に変化し、人間の視覚にとっては、ブランク期間がＴｂｈ、映像表示期間がＴｄｈ
のように、ブランク期間Ｔｂおよび映像表示期間Ｔｄとはズレて把握される。また、図１
５は、輝度の比率が約１／５（ガンマ値が２．２の階調で表現したときの比率が１／２）
の場合に、ピーク輝度が１になるように、ブランク期間Ｔｂおよび映像表示期間Ｔｄにお
ける輝度を正規化して示している。
【０１５５】
　ここで、上記輝度の比率（１／４以下、特に１／５以下）は、ガンマ値が２．２の階調
で表現すると、約１／２以下になり、階調の比率で１／２以下に設定されていれば、ブラ
ンク期間Ｔｂを設けない構成と比較して、動画応答性能を向上できることが確認された。
【０１５６】
　したがって、上記定数は、少なくとも、これらの上限値以下に設定することが望まれる
。さらに、より好ましい値としては、画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）の不十分な応答を考慮して、
上記定数は、輝度で１／２０以下、ガンマ値が２．２の階調では、１／４以下の値に設定
することが望ましい。これらの上限値以下に設定されていれば、画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）の
応答速度が遅い場合であっても、充分に動画応答性能を向上させることができる。
【０１５７】
　また、ブランク期間Ｔｂの輝度を低くすればする程、画素アレイ２の平均的な輝度が低
くなる。したがって、上記好ましい数値範囲（階調で１／４以下）の中でも、ガンマ値が
２．２の階調で１／５以上に設定されていれば、画素アレイ２の平均的な明るさを維持し
たまま、動画応答性能を向上できるので、さらに好ましい。
【０１５８】
　本実施形態では、上記好適な数値範囲の中で、最も画素アレイ２の明るさを向上可能な
値として、上記定数を、階調で１／４に設定しており、定常状態用生成回路４５は、現フ
レームＦＲ（ｋ）の映像データＤ（ｉ，ｊ，ｋ）を１／４倍した値を映像データＤｂとし
て出力している。
【０１５９】
　なお、上記では、現フレームＦＲ（ｋ）または前フレームＦＲ（ｋ－２）の映像データ
を定数倍して、ブランク期間用の映像データＤｂを算出する定常状態用生成回路４５を設
けた構成について説明したが、定常状態の場合に、ブランク期間用の映像データＤｂとし
て、現フレームＦＲ（ｋ）または前フレームＦＲ（ｋ－１）の映像データＤを定数倍した
値を出力できれば、上記各部材４４～４６を削除し、例えば、図１に示すＬＵＴ５１また
は５１ａの代わりに、ＬＵＴ５１ｂを設けた構成であっても同様の効果が得られる。
【０１６０】
　当該ＬＵＴ５１ｂには、図１６に示すように、定常状態に対応する記憶領域、すなわち
、互いに等しい値の現フレームＦＲ（ｋ）の映像データＤ（ｉ，ｊ，ｋ）と前フレームＦ
Ｒ（ｋ－２）の映像データＤ（ｉ，ｊ，ｋ－２）との組み合わせに対応する記憶領域に、
Ｄ（ｉ，ｊ，ｋ）＝Ｄ（ｉ，ｊ，ｋ－２）を定数倍した値が記憶されている。なお、図１
６では、一例として、当該定数が１／２であり、階調遷移が輝度の減少を示す領域には、
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図１２と同様に、黒を示す値（０）が格納されている場合を図示している。
【０１６１】
　どのようにして、定常状態におけるブランク期間用の映像データＤｂを生成するかに拘
わらず、本実施形態に係る信号処理部２１ｂは、映像表示期間用の映像データＤｄの値に
応じて、定常状態のブランク期間用の映像データＤｄの値を変更している。したがって、
定常状態のブランク期間用の映像データＤｄの値が一定の構成と比較して、動画表示時の
画質向上効果と、画素アレイ２の明るさ向上効果との双方を、より高いレベルで、バラン
ス良く達成可能な画像表示装置１ｂを実現できる。
【０１６２】
　より詳細には、上述したように、ブランク期間Ｔｂの表示が暗い程、動画表示時の画質
を向上できる一方で、画素アレイ２の明るさが低下してしまう。したがって、定常状態の
ブランク期間用の映像データＤｄの値は、動画表示時の画質向上効果と、画素アレイ２の
明るさ向上効果とを、バランス良く達成可能な値に設定することが望まれる。
【０１６３】
　ところが、動画表示時の画質を互いに同じ程度に向上するために必要なブランク期間Ｔ
ｂの輝度は、ブランク期間Ｔｂに隣接する映像表示期間Ｔｄの輝度が互いに異なっている
と、互いに異なった値になり、映像表示期間Ｔｄの輝度が明るい程、同程度に画質を向上
するために必要な輝度も高くなる。
【０１６４】
　したがって、定常状態のブランク期間表示用の映像データＤｄの値を一定にする構成で
は、比較的暗い表示においても、動画表示時の画質を向上できるように、ブランク期間Ｔ
ｂの輝度を決定する必要があり、画素アレイ２の明るさを充分に向上することが難しい。
【０１６５】
　これに対して、本実施形態に係る本実施形態に係る信号処理部２１ｂは、映像表示期間
用の映像データＤｄの値に応じて、定常状態のブランク期間用の映像データＤｄの値を変
更しており、映像データＤｄの示す輝度が高い程、定常状態のブランク期間用の映像デー
タＤｄの輝度を高く設定している。この結果、定常状態のブランク期間用の映像データＤ
ｄの値が一定の構成と比較して、動画表示時の画質向上効果と、画素アレイ２の明るさ向
上効果との双方を、より高いレベルで、バランス良く達成可能な画像表示装置１ｂを実現
できる。
【０１６６】
　なお、以下では、上述した例と同様に、画素アレイ２がノーマリーブラックであり、ガ
ンマ値を２．２に合わせる場合の階調電圧の設定方法について簡単に説明する。なお、以
下でも、説明の簡略化のため、映像データが８ビット（０～２５５階調）であり、階調電
圧を、１６階調刻みに設定できる場合を例にして説明する。
【０１６７】
　まず、第１に、画素アレイ２の最大輝度、最大コントラストを利用するために、黒電圧
（Ｖ０）を最小電圧に，白電圧（Ｖ２５５）を最大電圧に設定する。
【０１６８】
　次に、ブランク期間用の映像データＤｂ（ブランキング期間の階調設定のルール）を決
定し、さらに、各階調に対応する電圧を仮決めする。
【０１６９】
　次に、仮決めされた階調電圧を用いて、各映像表示期間用の映像データＤｄを表示した
場合（映像表示期間用の映像データＤｄと、それによって決定されるブランク期間用の映
像データＤｂとを交互に表示した場合）の輝度を測定し、測定された各輝度と、所望のガ
ンマ特性から算出される各階調表示時の輝度との誤差全体の評価結果が許容範囲に入るよ
うに、各階調電圧の調整を繰り返す。
【０１７０】
　ここで、各階調表示時の誤差を全て求めてから、各階調電圧を調整してもよいが、測定
回数が増加してしまう。したがって、本実施形態では、白表示から、順番に、ある第１の
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階調（最初は、白）を表示した場合の輝度と、当該第１の階調を表示している場合のブラ
ンク期間用の映像データＤｂ（本実施形態の定数例では、最初は、白階調の１／４の階調
）と同じ階調を表示している場合の輝度とが、所望のガンマ特性（この例では、２．２）
を持つように、上記第１の階調に対応する階調電圧を調整する。階調電圧の調整後は、上
記第１の階調を表示している場合のブランク期間用の映像データＤｂを、第１の階調とし
て、階調電圧の調整を繰り返す。さらに、階調電圧の調整を繰り返して、第１の階調が、
黒階調よりも大きく、階調電圧を調整可能な最小の階調を下回ると、繰り返しを打ち切り
、最後に階調電圧を調整した階調を表示した場合の輝度と、白を表示した場合の輝度とを
比較して、所望のガンマ特性からの誤差を評価する。なお、誤差が許容範囲を超えている
場合は、階調電圧の調整方法（例えば、調整量や調整比率など）を変更し、最初（白を第
１階調とする調整処理）から、階調電圧の調整処理を繰り返す。また、階調電圧の調整方
法の変更は、階調電圧が安定するまで（上記誤差が許容範囲に入るまで）繰り返される。
【０１７１】
　一例として、映像データが８ビット（０～２５５階調）の場合、第１の階調を２５５階
調として、階調電圧Ｖ６４を調整する。より詳細には、２５５階調を表示している場合の
輝度（Ｖ２５５とＶ６４とを繰り返し印加した場合の輝度）と、６４階調を表示している
場合の輝度（Ｖ６４と、Ｖ１６とを繰り返し印加した場合の輝度）とを比較し、両者の輝
度から決定されるガンマ特性が所望のガンマ特性（２．２）に近づくように、６４階調に
対応する階調電圧Ｖ６４を調整する。
【０１７２】
　次に、第１の階調を６４階調として、階調電圧Ｖ１６を調整する。より詳細には、６４
階調を表示している場合の輝度（Ｖ６４とＶ１６とを繰り返し印加した場合の輝度）と、
１６階調を表示している場合の輝度（Ｖ１６とＶ４とを繰り返し印加した場合の輝度）と
を比較し、両者の輝度から決定されるガンマ特性が所望のガンマ特性（２．２）に近づく
ように、１６階調に対応する階調電圧Ｖ１６を調整する。
【０１７３】
　ここで、上記の例では、階調電圧が１６階調刻みにしか調整できないので、次に、第１
の階調を４階調とすると、当該階調（４階調）は、上述した下限値、すなわち、黒階調よ
りも大きく、階調電圧を調整可能な最小の階調を下回ってしまう。したがって、繰り返し
を打ち切り、１６階調を表示した場合の輝度（Ｖ１６とＶ４とを繰り返し印加した場合の
輝度）と、白を表示した場合の輝度とを比較して、所望のガンマ特性からの誤差を評価す
る。
【０１７４】
　このようにして、白表示を基点とした階調電圧の繰り返し処理において、第１の階調と
した階調の電圧（上記の例では、Ｖ６４およびＶ１６）が決定された後は、これらから算
出可能な階調電圧を順次検索し、残余の階調電圧を決定する。
【０１７５】
　具体的には、Ｖ１６より小さな階調電圧は、黒電圧と上述した下限値に対応する階調電
圧とから決定される。したがって、下限値の階調（１６階調）よりも１つ大きく、しかも
、階調電圧を調整可能な階調（３２階調）を表示している場合の輝度（Ｖ３２と、Ｖ８と
を繰り返し表示している場合の輝度）と、白を表示した場合の輝度とを比較して、所望の
ガンマ特性を持つように、階調電圧Ｖ３２を調整することによって、当該階調電圧Ｖ３２
を決定できる。同様に、残余の調整可能な階調電圧についても、下の階調から順番に階調
電圧を決定していくことによって決定できる。
【０１７６】
　なお、各階調電圧が決定された後は、第２の実施形態と同様に、階調遷移が発生した場
合のブランク期間用の映像データＤｂを決定し、上記ＬＵＴ（５１ｂ）に記憶する。
【０１７７】
　〔第４の実施形態〕
　上記第１ないし第３の実施形態では、映像表示期間用生成回路３１が入力された映像デ
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ータＤと同じ値を、映像表示期間用の映像データＤｄとして出力する構成について説明し
た。これに対して、本実施形態では、画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）への今回の映像データＤ（ｉ
，ｊ，ｋ）を、当該画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）への前回の映像データＤ（ｉ，ｊ，ｋ－２）に
応じて補正し、補正後の値を、映像表示期間用の映像データＤｄ（ｉ，ｊ，ｋ）として出
力する構成について説明する。
【０１７８】
　すなわち、本実施形態に係る信号処理部２１ｃでは、図１に示す映像表示期間用生成回
路３１に代えて、図１７に示す映像表示期間用生成回路３１ｃが設けられている。具体的
には、当該映像表示期間用生成回路３１ｃは、画素ＰＩＸへの映像データＤの１フレーム
分を次のフレームまで記憶するフレームメモリ６１と、現フレームＦＲ（ｋ）の映像デー
タをフレームメモリ６１へ書き込むと共に、フレームメモリ６１から前フレームＦＲ（ｋ
－２）の映像データＤ０（ｉ，ｊ，ｋ－２）を読み出して出力するメモリ制御回路６２と
、前フレームＦＲ（ｋ－２）の映像データＤ（ｉ，ｊ，ｋ－２）を参照して、上記現フレ
ームＦＲ（ｋ）の映像データＤ（ｉ，ｊ，ｋ）を補正し、補正後の映像データを補正用の
映像データＤｄ（ｉ，ｊ，ｋ）として出力する変調処理部６３とを備えている。
【０１７９】
　上記変調処理部６３は、例えば、前回の映像データＤ（ｉ，ｊ，ｋ－２）と、今回の映
像データＤ（ｉ，ｊ，ｋ）との組み合わせ、それぞれについて、当該組み合わせが変調処
理部６３に入力された場合に変調処理部６３が出力すべき映像表示期間用の映像データＤ
ｄ（ｉ，ｊ，ｋ）を示すデータが記憶されたＬＵＴ（Ｌｏｏｋ　Ｕｐ　Ｔａｂｌｅ）７１
を備えている。
【０１８０】
　さらに、本実施形態では、ＬＵＴ７１に必要な記憶容量を削減するために、上記ＬＵＴ
７１が記憶しているデータは、両映像データが取り得る値の組み合わせを全て記憶するの
ではなく、予め定められた組み合わせに対応するデータに制限されており、上記変調処理
部６３には、上記ＬＵＴ７１に記憶された各組み合わせに対応するデータを補間して、実
際に入力された映像データの組み合わせに対応するデータを算出して、算出結果を出力す
る演算回路７２が設けられている。
【０１８１】
　上記構成では、変調処理部６３が、前フレームＦＲ（ｋ－２）の映像データＤ（ｉ，ｊ
，ｋ－２）を参照して、上記現フレームＦＲ（ｋ）の映像表示期間用の映像データＤｄ（
ｉ，ｊ，ｋ）を補正しているので、第１ないし第３の実施形態のように、映像表示期間用
生成回路３１が現フレームＦＲ（ｋ）の映像データＤ（ｉ，ｊ，ｋ）を、そのまま、映像
表示期間用の映像データＤｄ（ｉ，ｊ，ｋ）として出力する構成よりも構成が複雑になる
ものの、上記映像データＤ（ｉ，ｊ，ｋ）をそのまま出力する構成よりも、柔軟に、画素
ＰＩＸ（ｉ，ｊ）の応答を制御できる。
【０１８２】
　一例として、定常状態におけるブランク期間時の映像データＤｄが０でなければ、ブラ
ンク期間の応答を加速することも、ある範囲内で可能であり、ディケイ応答の改善にも対
応できる。
【０１８３】
　なお、上記各実施形態では、画素ＰＩＸへの映像データＤが、当該画素ＰＩＸの輝度を
増加させるように変化する場合、増加前の映像データＤ１に対応する映像表示期間用の出
力信号Ｏｄ１と、増加後の映像データＤ２に対応する映像表示期間用の出力信号Ｏｄ２と
の間に出力されるブランク期間用の出力信号Ｏｂを制御して、定常状態の場合にブランク
期間用の出力信号Ｏｂとして出力される値よりも高い輝度を示す値に設定する構成につい
て説明したが、これに限るものではない。
【０１８４】
　例えば、画素ＰＩＸへの映像データＤが、当該画素ＰＩＸの輝度を減少させるように変
化する場合、減少前の映像データＤ１に対応する映像表示期間（第１の映像表示期間）用
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の出力信号Ｏｄ１と、減少後の映像データＤ２に対応する映像表示期間（第２の映像表示
期間）用の出力信号Ｏｄ２との間に出力されるブランク期間用の出力信号Ｏｂを制御して
、当該出力信号Ｏｂの値を、定常状態の場合に、ブランク期間用の出力信号Ｏｂとして出
力される値よりも低い輝度を示す値に設定してもよい。
【０１８５】
　この場合であっても、上記ブランク期間の終了時点における輝度を、減少後の映像デー
タＤ２が常時印加されている場合のブランク期間の終了時点における輝度に近づけること
ができ、上記第２の映像表示期間における画素ＰＩＸの応答不足の発生を抑制できる。
【０１８６】
　いずれの場合であっても、映像データＤの変化によって、映像表示期間Ｔｄに画素ＰＩ
Ｘ（ｉ，ｊ）へ出力される出力信号Ｏｄの示す輝度が第１の輝度から第２の輝度へと変化
する場合、定常状態のブランク期間用の出力信号Ｏｂと比較して、輝度を増加させる方向
および減少させる方向のうち、上記変化と同じ方向に補正された輝度を示すように、上記
ブランク期間用の出力信号Ｏｂを補正できれば、同様の効果が得られる。
【０１８７】
　ただし、ブランク期間における画素ＰＩＸの輝度の変化は、基本的に輝度を減少させる
変化なので、ブランク期間における画素ＰＩＸの輝度を増大させる方向へのブランク期間
用の出力信号Ｏｂの補正は、輝度の変化を弱める補正である。したがって、輝度の変化を
強調するように補正する場合とは異なり、定常状態の場合において、ブランク期間用の出
力信号Ｏｂとして出力可能な値の範囲の外に、強調されたブランク期間用の出力信号Ｏｂ
を出力するための値の範囲を配置しなくても、ブランク期間用の出力信号Ｏｂを確実に補
正できる。この結果、定常状態における画像表示装置（１～１ｃ）の画質を低下させるこ
となく、ブランク期間用の出力信号または階調データを補正できる。
【０１８８】
　ところで、輝度が減少するときにもブランク期間用の出力信号Ｏｂを補正する場合、こ
れまで使用されていた制御回路１２、データ信号線駆動回路３および走査信号線駆動回路
４を変更せずに使用するために、ブランク期間用の映像データＤｂを補正することによっ
てブランク期間用の出力信号Ｏｂを補正しようとすると、以下の不具合が発生する虞れが
ある。
【０１８９】
　具体的には、この場合は、輝度が減少する場合のブランク期間用の映像データＤｂ（以
下では、補正後の映像データＤｂｂと称する）を、定常状態の場合のブランク期間用の映
像データ（Ｄｂａ）よりも低い値に設定する必要がある。ところが、特に、定常状態にお
ける、ブランク期間用の映像データＤｂａを最も暗い輝度（黒）を示す０階調に設定して
いる構成では、それよりも低い階調が存在しないため、信号処理部は、補正後の映像デー
タＤｂｂを制御回路１２へ正しく通知することができない。また、上記映像データＤｂａ
を、予め定められた階調に設定していたり、映像表示期間Ｔｄの映像データの定数倍に設
定している場合であっても、制御回路１２へ出力する映像データＤは、正しく補正するた
めに必要な階調だけ映像データＤｂａよりも低い値を表現できない場合がある。
【０１９０】
　一例として、制御回路１２へ出力する映像データＤが０～２５５階調を表現可能であっ
たとする。さらに、例えば、上記映像データＤｂａが１６階調であり、正しく補正するた
めに２０階調だけ低く設定する必要があるとすると、補正後に表示すべき値は、－４階調
になる。ところが、当該値は、上記映像データＤでは、表現できない。
【０１９１】
　なお、補正後の映像データＤｂｂを正しく通知するために、例えば、新たに信号処理部
が制御回路１２へ補正量を伝えるための伝送路を設けるなどすれば、制御回路１２、およ
ｂ、各駆動回路３・４なども、当該補正量を受け付けることができるように変更する必要
があるので、手間がかかると共に、回路規模が増大してしまう。
【０１９２】
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　以下では、上記不具合を発生させることなく、輝度が減少するときにもブランク期間用
の出力信号Ｏｂを補正するために好適な構成として、映像表示期間用生成回路３１へ入力
される映像信号ＤＡＴを変換して、予め定められた階調よりも低い階調を示す映像データ
が出現しないように変換する構成について説明する。なお、上述したように、当該構成は
、第１～第４の実施形態のいずれにも適用できるが、以下では、特に適した構成として、
第１の実施形態に適用した場合について説明する。
【０１９３】
　すなわち、変形例に係る信号処理回路２１ｄは、図１と略同様の構成であるが、図１８
に示すように、信号処理部２１ｄでは、映像表示期間用生成回路３１の前段に階調変換部
３４ｄが設けられている。
【０１９４】
　当該階調変換部３４ｄは、映像表示期間用生成回路３１へ入力される映像データの下限
値を、当該映像データが表現し得る数値範囲の下限値（０）よりも大きな値になるように
、入力された映像データを変換するものであって、画質を余り低下させることなく、映像
信号ＤＡＴの各映像データを変換するために、映像信号ＤＡＴの映像データの階調深度（
映像データを表現する際のビット幅）を、より深い階調深度（より大きなビット幅）に設
定し、階調－輝度特性を所望の特性に設定した後、時空間的に予め定められたノイズ情報
を加算し、さらに、ノイズ情報の加算後の映像データを丸めている。
【０１９５】
　具体的には、本変形例に係る画素アレイ２ｄ（図２参照）は、入力端子Ｔ１へ入力され
る各画素ＰＩＸへの映像データＤαのγよりも大きなγ特性を持つように設定されており
、上記階調変換部３４ｄは、図１９に示すように、入力端子Ｔ１へ入力される各画素ＰＩ
Ｘへの映像データＤをγ変換して、より大きなγ特性を持った表示デバイスへ表示するた
めの映像データＤβに変換するγ変換回路８１と、上記映像データＤβが取り得る数値範
囲を圧縮して、当該映像データＤβと同じビット幅で、しかも、映像データＤβの黒レベ
ルよりも低い値を表現可能な映像データＤγを生成する階調変換回路８２と、当該映像デ
ータＤγにノイズ生成回路８４が生成したノイズを加算して出力するノイズ付加回路８３
と、ノイズ付加回路８３が出力する各映像データの下位ビットを丸めて、映像データのビ
ット幅を縮小する丸め処理回路８５（丸め処理手段）とを含むＢＤＥ（Ｂｉｔ－Ｄｅｐｔ
ｈ　Ｅｘｔｅｎｓｉｏｎ）回路が設けられており、丸め処理回路８５の出力する映像デー
タＤは、現フレームＦＲ（ｋ）の映像データとして映像表示期間用生成回路３１へ入力さ
れる。
【０１９６】
　本変形例では、上記入力端子Ｔ１には、一般的な映像信号として、γ＝２．２の特性を
持った表示デバイスへ表示するための映像データ（Ｄα）が入力されており、上記画素ア
レイ２ｄのγ特性は、γ＝２．８に設定されている。また、上記γ変換回路８１は、当該
画素アレイ２ｄのγ特性と同じ特性の映像データＤβ、すなわち、γ＝２．８の特性を持
った表示デバイスへ表示するための映像データＤβを生成する。また、本変形例に係るγ
変換回路８１は、γ変換に起因する誤差の発生を抑制するために、映像データＤをより広
いビット幅の映像データＤβに変換している。
【０１９７】
　例えば、上記入力端子Ｔ１には、一般的な映像信号として、各色毎に８ビットの映像信
号が入力されており、上記γ変換回路８１は、８ビットの映像データＤαを１０ビットの
映像データＤβに変換する。
【０１９８】
　さらに、上記階調変換回路８２は、図２０に示すように、上記映像データＤβが取り得
る数値範囲Ａ１を圧縮して、当該数値範囲よりも狭い数値範囲Ａ２に変換する。また、当
該数値範囲Ａ２、すなわち、階調Ｌ１１～Ｌ１２までの範囲は、映像データＤγが階調Ｌ
１０～Ｌ１３を表現できるとするとき、Ｌ１０＜Ｌ１１、かつ、Ｌ１２＜Ｌ１３になるよ
うに設定されている。本変形例では、両映像データＤβ・Ｄγがそれぞれ１０ビットであ
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り、Ｌ１＝Ｌ１０＝０、Ｌ２＝Ｌ１３＝１０２３であり、上記値Ｌ１１およびＬ１２は、
例えば、７９および１０１３に設定されている。なお、上記映像データＤβでは、最小の
階調（Ｌ１）が黒を示しており、最大の階調（Ｌ２）が白を示している。
【０１９９】
　一方、上記ノイズ生成回路８４は、平均値が０であり、画素アレイ２ｄへ表示される映
像に擬似輪郭が発生しない程度にランダムなノイズを出力している。また、ノイズデータ
の最大値が大き過ぎると、ノイズパターンが画像表示装置１ｄの使用者に認識される虞れ
がある。したがって、上記ノイズの最大値は、ノイズパターンが認識されない程度に設定
されている。
【０２００】
　本変形例では、ノイズ付加回路８３へ入力される各画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）への映像デー
タＤγ（ｉ，ｊ，ｋ）は、１０ビットで表現されており、ノイズデータの大きさは、±７
ビット以内に設定されている。
【０２０１】
　上記ノイズ生成回路８５は、例えば、線形帰還シフトレジスタ（Ｍ系列やＧｏｌｄ系列
など）を含む演算回路など、種々の演算回路であってもよいが、本変形例に係るノイズ生
成回路８５は、１６×１６あるいは３２×３２など、予め定められたブロック分のノイズ
データを記憶したメモリ９１と、当該メモリ９１から順次ノイズデータを読み出すアドレ
スカウンタ９２と、アドレスカウンタ９２をリセットするためのリセット信号を生成する
制御回路９３とを備えている。
【０２０２】
　上記制御回路９３は、同一の画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）への映像データＤ（ｉ，ｊ，＊）へ
、全フレームに渡って、互いに同じ値のノイズデータが印加されるように、アドレスカウ
ンタ９２をリセットしている。例えば、本変形例では、上記制御回路９３は、図２に示す
映像信号源Ｓ０から映像データと共に伝送される水平同期信号および垂直同期信号の少な
くとも一方に同期してアドレスカウンタ９２をリセットする。この結果、上記ノイズ付加
回路８４は、同一の画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）への映像データＤ（ｉ，ｊ，＊）へ、全フレー
ムに渡って、互いに同じ値のノイズデータを付加できる。したがって、画像表示装置１ｄ
が画素アレイ２ｄに静止画を表示している場合、ノイズデータの時間変化に起因するチラ
ツキやノイズ感のない安定した静止画を表示できる。ここで、＊は、任意の値を示してい
る。
【０２０３】
　なお、上記メモリ９１には、ランダムなノイズデータが格納されているので、各フレー
ムにおいて、同じブロック内に位置する画素ＰＩＸへの映像データには、ランダムなノイ
ズデータが付加され、画素アレイ２ｄに表示される映像に擬似輪郭が発生しない。
【０２０４】
　また、上記丸め処理回路８５は、ノイズ生成回路８４の出力する１０ビットの映像デー
タから、下位２ビットを丸め、８ビットの映像データＤ（ｉ，ｊ，ｋ）として出力する。
これに伴ない、上記フレームメモリ３１において、現フレームＦＲ（ｋ）の各映像データ
Ｄ１（ｉ，ｊ，ｋ）を記憶するための記憶領域は、１つの映像データＤ（ｉ，ｊ，ｋ）あ
たり、８ビットに設定されている。
【０２０５】
　ここで、上記丸め処理回路８５によって行われる丸め処理は、切り捨て処理であっても
よいし、切り上げ処理であってもよい。また、１０進数の場合の四捨五入処理（２進数の
場合の０捨１入処理）のように、予め定められたしきい値を超えるか否かによって、切り
捨てるか切り上げるかを選択する処理であってもよい。ただし、これらの丸め処理のうち
、切り捨て処理であれば、上位の桁を変更する必要がない。したがって、処理の簡略化が
求められる場合、丸め処理回路８５は、切り捨てによって、下位ビットを丸めることが望
ましい。
【０２０６】
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　このように、ノイズを付加した後で、丸め処理を行っているので、画素アレイ２ｄへ表
示される映像にノイズパターンも擬似輪郭も発生せず、丸め処理前の映像データＤを表示
した場合と見かけ上相違していないにも拘わらず、丸め処理回路８１以降の回路で処理さ
れる映像データのビット数を削減できる。
【０２０７】
　ここで、付加されたノイズは、画像表示装置１ｄの使用者によって、観察している階調
が周囲の画素とどの程度異なっているか（変動率）、および、目指す輝度とどの程度異な
っているか（誤差）として認識される。一般に、画像表示装置１ｄのように、１００ｐｐ
ｉを基準にして絵作りする分野では、上記誤差の許容限界は、白輝度の５％程度であり、
上記変動率の許容限界は、表示階調の５％程度であることが知られている。
【０２０８】
　画素ＰＩＸへの階調をｘ階調だけ増加したときに、画素の透過率が、周囲の輝度（階調
を増加する前の透過率）を基準に何％だけ増加するかを計算したところ、画素アレイ２ｄ
のγ特性がγ＝２．８であり、映像データＤγが１０ビットで表現される場合、ｘが３２
～４８階調であれば、殆どの階調で上記変動率が上記許容限界に収まることが確認できた
。同様に、画素の表示階調をｘ階調だけ増加したときに、本来の透過率（階調を増加する
前の透過率）を基準に何％だけ増加するかとを計算したところ、画素アレイ２ｄのγ特性
がγ＝２．８であり、映像データＤγが１０ビットで表現される場合、ｘが３２～４８階
調であれば、殆どの階調で上記変動率が上記許容限界に収まることが確認できた。この結
果、３２～４８階調のノイズであれば、殆どの階調で上記許容限界を下回り、使用者に見
かけ上表示品質が劣化していないと感じさせることができる。
【０２０９】
　したがって、１つの画素を単独で視認できない距離で見ることが想定されている場合、
２～３画素（６～９画素）の間で、上記変動率および誤差が５％を下回るように設定すれ
ばよい。ここで、上記ノイズデータが略正規分布であるとすると、３２～４８〔階調〕×
６（１／２）～９（１／２）＝８０～１４４〔階調〕となる。したがって、７ビット程度
、すなわち、映像データＤｂよりも３ビット程度少ないビット幅で時系列的に固定のノイ
ズを付加しても、ノイズパターンが画像表示装置の使用者に視認される虞れはない。
【０２１０】
　ここで、一般には、画素サイズが大きくなっても、観察距離は、それに比例する程には
増大しないことが多いので、画素サイズが大きくなる程、ノイズデータの許容レベルが小
さくなる。したがって、１～１４４階調（７ビット以内）という数値範囲の中でも、上記
ノイズデータの絶対値の最大値として、多くの画像表示装置で好ましく使用される数値範
囲は、４８～８０階調の範囲であり、さらに好ましくは、６３階調（６ビット）に設定す
る方が望ましい。
【０２１１】
　上記構成では、映像表示期間用生成回路３１の前段に階調変換部３４ｄが設けられてお
り、階調変換部３４ｄによって、映像表示期間用生成回路３１へ入力される映像データＤ
が、予め定められた階調（Ｌ１１）よりも大きな階調のみになるように、階調変換されて
いる。したがって、ブランク期間用生成回路３２は、上記階調以下の階調（Ｌ１０～Ｌ１
１）を、階調遷移が発生したときのブランク期間用の映像データＤｂを調整するために使
用できる。この結果、制御回路１２以降の回路を変更していないにも拘わらず、上述の不
具合が発生することがなく、輝度が減少する場合であっても、何ら支障なく、ブランク期
間用の出力信号Ｏｂを補正できる。
【０２１２】
　また、画素アレイ２ｄは、入力端子Ｔ１へ入力される映像データ（Ｄα）よりも大きな
γ特性を持つように設定されており、入力端子Ｔ１へ入力された映像データＤαは、γ変
換回路８１によって、より大きなγ特性の映像データＤβへ変換され、さらに、階調変換
回路８２によって、映像データＤβの黒レベルよりも低い値を表現可能な映像データＤγ
に階調変換された後、変換後の映像データＤγが映像表示期間用生成回路３１へ入力され
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る。
【０２１３】
　したがって、γ変換によって、図２１に示すように、画素ＰＩＸがその階調を表示する
際に黒く潰れる階調がより多くなっており、さらに、階調変換によって、それらの階調中
の予め定められた階調（図２０に示す階調Ｌ１０～Ｌ１１）を映像データＤαの黒レベル
よりも低い階調に割り当てている。この結果、階調変換部３４ｄを設けなかった構成と比
較して、ブランク期間用生成回路３２は、階調を減少させる方向に、映像データＤをより
大きく変更できる。したがって、輝度をより大幅に減少させる階調遷移が発生し、正しく
補正するためには、ブランク期間用の映像データＤｂを、より大きく補正する必要がある
場合であっても、何ら支障なく、ブランク期間用の映像データＤｂを調整できる。
【０２１４】
　また、上記構成では、ノイズを付加した後に、丸め処理を行っているので、映像表示期
間用生成回路３１へ入力される映像データの数値範囲のうち、通常の映像データに使用さ
れる数値範囲（上記予め定められた階調よりも大きな数値範囲）が、入力端子Ｔ１に入力
される映像データの数値範囲よりも狭くなっているにも拘わらず、画素アレイ２ｄへ表示
される映像にノイズパターンも擬似輪郭も発生させず、丸め処理前の映像データＤを表示
した場合と見かけ上相違していない映像を表示できる。
【０２１５】
　なお、上記では、ノイズ付加回路８４が映像データＤ（ｉ，ｊ，＊）へ付加するノイズ
が時系列的に固定されており、ある画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）への映像データＤγには、常時
同一の値のノイズが付加される場合について説明したが、ノイズ付加回路８４が映像デー
タＤγへ付加するノイズを時系列的に変化させても、同様の効果が得られる。
【０２１６】
　一例として、制御回路９３が、アドレスカウンタ９２のリセットタイミングと、フレー
ムＦＲ（ｋ）の最初の映像データＤ（１，１，ｋ）との位相差を、フレーム毎に変更すれ
ば、時系列的にノイズを変化させることができる。
【０２１７】
　また、上記では、ノイズ生成回路が生成するノイズの最大値が一定の場合を例にして説
明したが、本実施形態では、入力端子Ｔ１に入力される映像データＤ（ｉ，ｊ，ｋ）の示
す階調を検出し、それによって、ノイズ生成回路の生成するノイズの最大値を変更しても
、同様の効果が得られる。
【０２１８】
　なお、本変形例では、映像表示期間用生成回路（３１）の前に階調変換部３４ｄを設け
ているが、ブランク期間用生成回路３２の前段であれば、映像表示期間用生成回路３１と
ブランク期間用生成回路３２との間に設けてもよい。ただし、本実施形態のように、映像
表示期間用生成回路の前に設けた場合は、第４の実施形態のように、映像表示期間用生成
回路３１ｃが階調遷移を強調する場合であっても、以下の現象、すなわち、階調遷移が強
調された映像データに予測できないノイズを付加してしまい、当該ノイズが使用者に視認
されてしまうという現象の発生を防止でき、より高品質な画像を表示できる。
【０２１９】
　また、上記では、画素ＰＩＸへの映像データＤが当該画素ＰＩＸの輝度を増加あるいは
減少させるように変化する場合全てについて、上記ブランク期間用生成回路がブランク期
間用の出力信号Ｏｂを補正する構成について説明したが、これに限るものではなく、特に
、補正が必要な変化に限って、ブランク期間用の出力信号Ｏｂを補正してもよい。
【０２２０】
　なお、上記各実施形態では、垂直配向モードかつノーマリブラックモードの液晶セルを
表示素子として用いた場合を例にして説明したが、これに限るものではない。応答速度が
遅く、階調遷移を強調するように変調して駆動したとしても、前々回から前回への階調遷
移において、実際の階調遷移と、所望の階調遷移とに差が発生する表示素子であれば、略
同様の効果が得られる。
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【０２２１】
　ただし、現在のところ、液晶セルは、ブランク期間を設けて駆動するには、応答速度が
充分でないことが多いので、液晶テレビジョン受像機や液晶モニタ装置など、液晶セルを
駆動する駆動装置として、上記各実施形態に係る駆動部１４～１４ｄを用いると、特に効
果が大きい。
【０２２２】
　また、上記各実施形態では、信号処理部（２１～２１ｄ）を構成する各部材がハードウ
ェアのみで実現されている場合を例にして説明したが、これに限るものではない。各部材
の全部または一部を、上述した機能を実現するためのプログラムと、そのプログラムを実
行するハードウェア（コンピュータ）との組み合わせで実現してもよい。一例として、画
像表示装置１に接続されたコンピュータが、画像表示装置１を駆動する際に使用されるデ
バイスドライバとして、信号処理部を実現してもよい。また、画像表示装置に内蔵あるい
は外付けされる変換基板として、信号処理部が実現され、ファームウェアなどのプログラ
ムの書き換えによって、当該信号処理部を実現する回路の動作を変更できる場合には、当
該ソフトウェアが記録された記録媒体を配布したり、当該ソフトウェアを通信路を介して
伝送するなどして、当該ソフトウェアを配布し、上記ハードウェアに、そのソフトウェア
を実行させることによって、当該ハードウェアを、上記各実施形態の信号処理部として動
作させてもよい。
【０２２３】
　これらの場合は、上述した機能を実行可能なハードウェアが用意されていれば、当該ハ
ードウェアに、上記プログラムを実行させるだけで、上記各実施形態に係る信号処理部を
実現できる。
【０２２４】
　より詳細に説明すると、ソフトウェアを用いて実現する場合、ＣＰＵ、あるいは、上述
した機能を実行可能なハードウェアなどからなる演算手段が、ＲＯＭやＲＡＭなどの記憶
装置に格納されたプログラムコードを実行し、図示しない入出力回路などの周辺回路を制
御することによって上記各実施形態に係る信号処理部を実現できる。
【０２２５】
　この場合、処理の一部を行うハードウェアと、当該ハードウェアの制御や残余の処理を
行うプログラムコードを実行する上記演算手段とを組み合わせても実現することもできる
。さらに、上記各部材のうち、ハードウェアとして説明した部材であっても、処理の一部
を行うハードウェアと、当該ハードウェアの制御や残余の処理を行うプログラムコードを
実行する上記演算手段とを組み合わせても実現することもできる。なお、上記演算手段は
、単体であってもよいし、装置内部のバスや種々の通信路を介して接続された複数の演算
手段が共同してプログラムコードを実行してもよい。
【０２２６】
　上記演算手段によって直接実行可能なプログラムコード自体、または、後述する解凍な
どの処理によってプログラムコードを生成可能なデータとしてのプログラムは、当該プロ
グラム（プログラムコードまたは上記データ）を記録媒体に格納し、当該記録媒体を配付
したり、あるいは、上記プログラムを、有線または無線の通信路を介して伝送するための
通信手段で送信したりして配付され、上記演算手段で実行される。
【０２２７】
　なお、通信路を介して伝送する場合、通信路を構成する各伝送媒体が、プログラムを示
す信号列を伝搬し合うことによって、当該通信路を介して、上記プログラムが伝送される
。また、信号列を伝送する際、送信装置が、プログラムを示す信号列により搬送波を変調
することによって、上記信号列を搬送波に重畳してもよい。この場合、受信装置が搬送波
を復調することによって信号列が復元される。一方、上記信号列を伝送する際、送信装置
が、デジタルデータ列としての信号列をパケット分割して伝送してもよい。この場合、受
信装置は、受信したパケット群を連結して、上記信号列を復元する。また、送信装置が、
信号列を送信する際、時分割／周波数分割／符号分割などの方法で、信号列を他の信号列
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と多重化して伝送してもよい。この場合、受信装置は、多重化された信号列から、個々の
信号列を抽出して復元する。いずれの場合であっても、通信路を介してプログラムを伝送
できれば、同様の効果が得られる。
【０２２８】
　ここで、プログラムを配付する際の記録媒体は、取外し可能である方が好ましいが、プ
ログラムを配付した後の記録媒体は、取外し可能か否かを問わない。また、上記記録媒体
は、プログラムが記憶されていれば、書換え（書き込み）可能か否か、揮発性か否か、記
録方法および形状を問わない。記録媒体の一例として、磁気テープやカセットテープなど
のテープ、あるいは、フロッピー（登録商標）ディスクやハードディスクなどの磁気ディ
スク、または、ＣＤ－ＲＯＭや光磁気ディスク（ＭＯ）、ミニディスク（ＭＤ）やデジタ
ルビデオディスク（ＤＶＤ）などのディスクが挙げられる。また、記録媒体は、ＩＣカー
ドや光カードのようなカード、あるいは、マスクＲＯＭやＥＰＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭまた
はフラッシュＲＯＭなどのような半導体メモリであってもよい。あるいは、ＣＰＵなどの
演算手段内に形成されたメモリであってもよい。
【０２２９】
　なお、上記プログラムコードは、上記各処理の全手順を上記演算手段へ指示するコード
であってもよいし、所定の手順で呼び出すことで、上記各処理の一部または全部を実行可
能な基本プログラム（例えば、オペレーティングシステムやライブラリなど）が既に存在
していれば、当該基本プログラムの呼び出しを上記演算手段へ指示するコードやポインタ
などで、上記全手順の一部または全部を置き換えてもよい。
【０２３０】
　また、上記記録媒体にプログラムを格納する際の形式は、例えば、実メモリに配置した
状態のように、演算手段がアクセスして実行可能な格納形式であってもよいし、実メモリ
に配置する前で、演算手段が常時アクセス可能なローカルな記録媒体（例えば、実メモリ
やハードディスクなど）にインストールした後の格納形式、あるいは、ネットワークや搬
送可能な記録媒体などから上記ローカルな記録媒体にインストールする前の格納形式など
であってもよい。また、プログラムは、コンパイル後のオブジェクトコードに限るもので
はなく、ソースコードや、インタプリトまたはコンパイルの途中で生成される中間コード
として格納されていてもよい。いずれの場合であっても、圧縮された情報の解凍、符号化
された情報の復号、インタプリト、コンパイル、リンク、または、実メモリへの配置など
の処理、あるいは、各処理の組み合わせによって、上記演算手段が実行可能な形式に変換
可能であれば、プログラムを記録媒体に格納する際の形式に拘わらず、同様の効果を得る
ことができる。
【０２３１】
　本発明に係る表示装置の駆動方法は、上記課題を解決するために、繰り返し設けられる
工程であって、表示装置が表示すべき映像を示す映像信号に応じた映像表示期間用の出力
信号を、当該表示装置の画素へ供給して、当該画素の輝度を制御する映像表示工程と、上
記各映像表示工程の合間に設けられる工程であって、ブランク期間用の出力信号を上記画
素へ供給することによって、当該画素の輝度を、当該工程に隣接して行われる映像表示工
程の少なくとも予め定められた一方における画素の輝度よりも高くならないように、ある
いは、暗表示用に予め定められた輝度になるように制御するブランキング制御工程とを含
む表示装置の駆動方法において、上記ブランキング制御工程は、当該ブランキング制御工
程の前後に実施される映像表示工程での映像表示期間用の出力信号の示す輝度を、それぞ
れ第１および第２の輝度とするとき、第１の輝度から第２の輝度への変化が予め定められ
た変化であった場合は、第１および第２の輝度が一致している場合のブランク期間用の出
力信号と比較して、輝度を増加させる方向および減少させる方向のうち、上記変化と同じ
方向に補正された輝度を示すように、上記ブランク期間用の出力信号を補正することを特
徴としている。
【０２３２】
　また、本発明に係る表示装置の駆動方法は、上記課題を解決するために、繰り返し設け
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られる工程であって、表示装置が表示すべき映像を示す映像信号に応じた映像表示期間用
の出力信号を、当該表示装置の画素へ供給して、当該画素の輝度を制御する映像表示工程
と、上記各映像表示工程の合間に設けられる工程であって、ブランク期間用の出力信号を
上記画素へ供給することによって、当該画素の輝度を、当該工程に隣接して行われる映像
表示工程の少なくとも予め定められた一方における画素の輝度よりも高くならないように
、あるいは、暗表示用に予め定められた輝度になるように制御するブランキング制御工程
とを含む表示装置の駆動方法において、上記ブランキング制御工程は、当該ブランキング
制御工程の前後に実施される映像表示工程での映像表示期間用の出力信号の示す輝度を、
それぞれ第１および第２の輝度とするとき、第１の輝度から第２の輝度への変化が予め定
められた変化であった場合は、上記第１の輝度と上記第２の輝度とに基づいて上記ブラン
ク期間用の出力信号を補正することを特徴としている。
【０２３３】
　さらに、本発明に係る表示装置の駆動方法は、上記課題を解決するために、繰り返し設
けられる工程であって、表示装置の画素への階調データとして与えられる入力階調データ
に基づいて、当該画素への映像表示期間用の階調データと、当該画素への階調データであ
って、当該映像表示期間用の階調データよりも明るくない階調、あるいは、暗表示用に予
め定められた階調を示すブランク期間用の階調データとの双方を生成する生成工程と、上
記各生成工程に対応して設けられる工程であって、対応する生成工程にて生成された上記
両階調データを、予め定められた順番で出力する出力工程とを含んでいる表示装置の駆動
方法において、上記各生成工程は、上記表示装置の画素への前回の入力階調データの示す
階調から、当該画素への今回の入力階調データの示す階調への階調遷移が、予め定められ
た階調遷移である場合は、上記表示装置の画素への前回の入力階調データの示す階調から
、当該画素への今回の入力階調データの示す階調への階調遷移が、予め定められた階調遷
移である場合は、上記前回の入力階調データに基づく生成工程で出力される映像表示期間
用の階調データと、上記今回の入力階調データに基づく生成工程で出力される映像表示期
間用の階調データとの間に出力されるブランク期間用の階調データとして、上記前回の入
力階調データの示す階調と上記今回の入力階調データの示す階調とが同じ場合のブランク
期間用の階調データと比較して、増加する方向および減少する方向のうち、当該階調遷移
と同じ方向に補正された階調データを出力する補正工程を含んでいることを特徴としてい
る。
【０２３４】
　また、本発明に係る表示装置の駆動方法は、上記課題を解決するために、繰り返し設け
られる工程であって、表示装置の画素への階調データとして与えられる入力階調データに
基づいて、当該画素への映像表示期間用の階調データと、当該画素への階調データであっ
て、当該映像表示期間用の階調データよりも明るくない階調、あるいは、暗表示用に予め
定められた階調を示すブランク期間用の階調データとの双方を生成する生成工程と、上記
各生成工程に対応して設けられる工程であって、対応する生成工程にて生成された上記両
階調データを、予め定められた順番で出力する出力工程とを含んでいる表示装置の駆動方
法において、上記表示装置の画素への前回の入力階調データの示す階調から、当該画素へ
の今回の入力階調データの示す階調への階調遷移が、予め定められた階調遷移である場合
は、上記前回の入力階調データに基づく生成工程で出力される映像表示期間用の階調デー
タと、上記今回の入力階調データに基づく生成工程で出力される映像表示期間用の階調デ
ータとの間に出力されるブランク期間用の階調データを、上記前回および今回の入力階調
データに基づいて補正する補正工程を含んでいることを特徴としている。
【０２３５】
　さらに、上記構成に加えて、上記予め定められた変化または階調遷移は、画素の輝度の
増加を示すものであって、上記ブランキング制御手段は、それに該当する場合は、上記ブ
ランク期間における画素の輝度を増大させる方向に、上記ブランク期間用の出力信号また
は階調データを補正してもよい。
【０２３６】
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　当該構成において、予め定められた変化の場合に出力信号を補正するブランキング制御
手段は、第１の輝度から第２の輝度への変化が画素の輝度の増加を示す変化の場合に、ブ
ランク期間における画素の輝度を増大させる方向に出力信号を補正する。同様に、予め定
められた階調遷移の場合に階調データを補正するブランキング制御手段は、前回の入力階
調データの示す輝度から今回の入力階調データの示す輝度への階調遷移が、画素の輝度の
増加を示す場合に、ブランク期間における画素の輝度を増大させる方向に階調データを補
正する。
【０２３７】
　ここで、ブランク期間における画素の輝度の変化は、基本的に輝度を減少させる変化な
ので、ブランク期間における画素の輝度を増大させる方向へのブランク期間用の出力信号
または階調データの補正は、輝度の変化を弱める補正である。したがって、輝度の変化を
強調するように補正する場合とは異なり、定常状態の場合において、ブランク期間用の出
力信号または階調データとして出力可能な値の範囲の外に、強調されたブランク期間用の
出力信号または階調データを出力するための値の範囲を配置しなくても、ブランク期間用
の出力信号または階調データを確実に補正できる。この結果、定常状態における表示装置
の画質を低下させることなく、ブランク期間用の出力信号または階調データを補正できる
。
【０２３８】
　さらに、上記構成に加えて、上記映像表示期間用の階調データとして、入力階調データ
と同一の階調データを生成する生成手段を備えていてもよい。
【０２３９】
　当該構成では、生成手段が、入力階調データと同一の値を持った、映像表示期間用の階
調データを生成するので、映像表示期間用の階調データを生成するために階調を補正する
手段（例えば、テーブルなど）を設ける必要がなく、当該補正用の手段を設ける構成より
も、構成を簡略化できる。
【０２４０】
　また、上記構成に加えて、上記ブランキング制御手段は、上記予め定められた変化また
は階調遷移ではない場合、ブランク期間用の出力信号または階調データが予め定められた
値となるように制御してもよい。
【０２４１】
　当該構成では、ブランク期間用の出力信号または階調データを予め定められた値に制御
するので、ブランク期間用の出力信号または階調データを変更する構成よりも簡単な構成
で、ブランク期間の挿入による動画表示時の画質向上効果を確実に達成できる。
【０２４２】
　さらに、ブランキング制御手段が階調データを制御する構成の場合は、上記構成に加え
て、上記入力階調データは、２５６階調のいずれかを示しており、上記ブランキング制御
手段は、上記予め定められた階調遷移ではない場合、ブランク期間用の階調データが、０
階調よりも大きく、３２階調以下の値として、予め定められた値となるように制御しても
よい。
【０２４３】
　当該構成では、ブランク期間用の階調データを予め定められた値に制御するので、ブラ
ンク期間用の階調データを変更する構成よりも簡単な構成で、ブランク期間の挿入による
動画表示時の画質向上効果を確実に達成できる。
【０２４４】
　さらに、上記構成では、ブランク期間用の階調データが３２階調以下に設定されるので
、比較的広く使用されているガンマ値が２．２の階調データが入力されている場合に、ブ
ランク期間における画素の輝度を、表示上、問題となる程の黒浮き（コントラスト低下）
が発生しない輝度に抑えることができる。また、ブランク期間用の階調データが０階調よ
りも大きな値に設定されるので、表示装置が、画素を含む表示パネルとして、垂直配向モ
ードの液晶セルをノーマリブラックモードで使用しており、黒表示状態には、黒以外の表
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示のときとは異なって、液晶分子が倒れる方位が制御されておらず、応答速度が大幅に低
下する場合であっても、画素を充分な速度で応答させることができる。
【０２４５】
　また、上記構成に加えて、上記ブランキング制御手段は、上記予め定められた変化また
は階調遷移ではない場合、ブランク期間用の出力信号または階調データを、当該ブランク
期間に隣接する映像表示期間用の出力信号または階調データに応じた値になるように制御
してもよい。
【０２４６】
　当該構成において、予め定められた変化の場合に出力信号を補正するブランキング制御
手段は、第１の輝度から第２の輝度への変化が予め定められた変化ではない場合、ブラン
ク期間用の出力信号を、上記映像表示期間用の出力信号に応じて補正する。同様に、予め
定められた階調遷移の場合に階調データを補正するブランキング制御手段は、前回の入力
階調データの示す輝度から今回の入力階調データの示す輝度への階調遷移が、予め定めれ
た階調遷移ではない場合、ブランク期間用の階調データを上記映像表示期間用の階調デー
タに応じて制御する。
【０２４７】
　さらに、上記構成に加えて、上記表示装置の駆動装置には、画素への映像データとして
、当該画素の表示階調を示すデータが入力されており、上記ブランキング制御手段は、上
記予め定められた階調遷移ではない場合、当該映像データの示す階調を定数倍した値とな
るように、上記ブランク期間用の階調データを制御してもよい。
【０２４８】
　ここで、ブランク期間の画素の輝度が暗い程、動画表示時の画質を向上できる一方で、
表示装置の画面の明るさが低下してしまう。したがって、定常状態のブランク期間用の出
力信号または階調データの値は、動画表示時の画質向上効果と、画面の明るさ向上効果と
を、バランス良く達成可能な値に設定することが望まれる。
【０２４９】
　ところが、動画表示時の画質を互いに同じ程度に向上するために必要なブランク期間用
の出力信号または階調データの値は、ブランク期間に隣接する映像表示期間の輝度が互い
に異なっていると、互いに異なった値になり、映像表示期間の輝度が明るい程、同程度に
画質を向上するために必要な輝度も高くなる。
【０２５０】
　したがって、定常状態のブランク期間表示用の出力信号または階調データを一定にする
構成では、比較的暗い表示においても、動画表示時の画質を向上できるように、ブランク
期間の輝度を決定する必要があり、画面の明るさを充分に向上することが難しい。
【０２５１】
　これに対して、上記各構成では、ブランク期間用の出力信号または階調データを、当該
ブランク期間に隣接する映像表示期間用の出力信号または階調データに応じた値になるよ
うに制御する。この結果、定常状態のブランク期間用の出力信号または階調データの値が
一定の構成と比較して、動画表示時の画質向上効果と、画面の明るさ向上効果との双方を
、より高いレベルで、バランス良く達成可能な表示装置を実現できる。
【０２５２】
　また、上記構成に加えて、上記予め定められた階調遷移の少なくとも一部は、画素の輝
度の減少を示すものであって、上記入力階調データを、予め定められた階調よりも明るい
階調のみからなるように、階調変換する階調変換手段を備えていてもよい。なお、当該予
め定められた階調としては、ブランク期間用の階調データなどが好適に用いられる。
【０２５３】
　上記構成では、上記入力階調データは、階調変換手段によって、予め定められた階調よ
りも明るい階調のみからなるように階調変換されるので、ブランキング制御手段は、ブラ
ンク期間用の映像データを輝度を減少させる方向に調整できる。したがって、上記予め定
められた階調遷移の少なくとも一部が画素の輝度の減少を示すものであっても、ブランキ
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ング制御手段は、何ら支障なく、第２の映像表示期間の終了時点における画素の輝度を所
望の値に近づけることができる。この結果、画素の輝度が減少する場合であっても、第２
の映像表示期間における応答不足に起因する画質劣化を抑制でき、高画質な動画を表示可
能な表示装置を提供できる。
【０２５４】
　さらに、上記構成に加えて、上記階調変換手段は、上記入力階調データを、より深い深
度に変換して出力すると共に、上記階調変換手段によって変換された階調データに、ノイ
ズ情報を加算した後、丸め処理を行う丸め処理手段を備えていてもよい。なお、上記ノイ
ズ情報は、時間的にランダムな値であってもよいし、空間的にランダムな値であってもよ
い。また、上記丸め処理は、切り捨て処理であってもよいし、切り上げ処理であってもよ
い。さらに、１０進数の場合の四捨五入処理（２進数の場合の０捨１入処理）のように、
予め定められたしきい値を超えるか否かによって、切り捨てるか切り上げるかを選択する
処理であってもよい。
【０２５５】
　当該構成では、上記入力階調データは、より深い深度に変換されるので、階調変換に起
因する演算誤差の発生を抑制できる。さらに、階調変換後の入力階調データは、ノイズ情
報が加算され、さらに、丸め処理される。したがって、ノイズ情報を加算せずに丸め処理
を行った結果、各画素に表示される映像に擬似輪郭が発生する構成とは異なり、丸め処理
に起因する擬似輪郭の発生を防止できる。この結果、階調変換および丸め処理に起因する
画質の劣化を抑制でき、高画質な動画を表示可能な表示装置を提供できる。
【０２５６】
　また、上記構成に加えて、上記階調変換手段は、上記入力階調データのガンマ特性のガ
ンマ値をより大きな値に変更してもよい。当該構成では、表示時に黒く潰れてしまう階調
は、ガンマ変換しない構成と比較して多くなる。したがって、余り画質を低下させること
なく、ブランキング制御手段がブランク期間用の映像データを輝度を減少させる方向に調
整するための階調を確保でき、高画質な動画を表示可能な表示装置を提供できる。
【０２５７】
　ところで、上記表示装置の駆動装置は、ハードウェアで実現してもよいし、プログラム
をコンピュータに実行させることによって実現してもよい。具体的には、本発明に係るプ
ログラムは、上記表示装置の駆動装置の各手段としてコンピュータを動作させるプログラ
ムであり、本発明に係る記録媒体には、当該プログラムが記録されている。
【０２５８】
　これらのプログラムがコンピュータによって実行されると、当該コンピュータは、上記
表示装置の駆動装置として動作する。したがって、上記表示装置の駆動装置と同様に、第
２の映像表示期間における応答不足に起因する画質劣化を抑制でき、高画質な動画を表示
可能な表示装置を提供できる。
【０２５９】
　また、本発明に係る表示装置は、上記各表示装置の駆動装置のいずれかを備えている。
したがって、上記表示装置の駆動装置と同様に、第２の映像表示期間における応答不足に
起因する画質劣化を抑制でき、高画質な動画を表示できる。
【０２６０】
　さらに、本発明に係る表示装置は、上記構成に加えて、上記表示装置は、上記画素とし
て液晶を用いた、テレビジョン放送の受像機であってもよい。また、上記構成に加えて、
上記表示装置は、上記画素として液晶を用い、映像信号を表示する液晶モニタであっても
よい。
【０２６１】
　ここで、現在のところ、液晶セルは、ブランク期間を設けて駆動するには、応答速度が
充分でないことが多いので、上記表示装置の駆動装置を備えた表示装置は、液晶テレビジ
ョン受像機や液晶モニタ装置として特に好適に使用できる。
【０２６２】
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　尚、発明を実施するための最良の形態の項においてなした具体的な実施態様または実施
例は、あくまでも、本発明の技術内容を明らかにするものであって、そのような具体例に
のみ限定して狭義に解釈されるべきものではなく、本発明の精神と次に記載する特許請求
の範囲内で、いろいろと変更して実施することができるものである。
【産業上の利用可能性】
【０２６３】
　本発明によれば、ブランク期間用の出力信号または階調データを補正することによって
、映像表示期間に表示すべき輝度が変化したときの画素の応答不足に起因する画質劣化を
抑制でき、高画質な動画を表示を可能とするので、例えば、液晶テレビジョン受像機およ
び液晶モニタ装置をはじめとして、種々の表示装置の駆動に好適に使用できる。

【図１】 【図２】
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